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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, ix ページ

• 表記法, ix ページ

• Cisco Nexus 7000シリーズ NX-OSソフトウェアの関連資料, xi ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xiii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xiii ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusデバイスのコンフィギュレーションおよびメンテナンスを担当す
るネットワーク管理者を対象としています。

表記法

お客様のニーズを満たすためにドキュメントを更新するという継続的な取り組みの一環とし

て、シスコでは設定タスクの文書化方法を変更しました。そのため、本ドキュメントには、従

来とは異なるスタイルでの設定タスクが説明されている部分もあります。ドキュメントに新た

に組み込まれるようになったセクションには、以下のセクションが含まれます。

（注）

コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold
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説明表記法

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択す

べき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#
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このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS ソフトウェアの関連資料
Cisco Nexus 7000シリーズ NX-OS全体のマニュアルセットは、次の URLにあります。

http://www.cisco.com/en/us/products/ps9402/tsd_products_support_series_home.html

リリースノート

リリースノートは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/prod_release_notes_list.html

コンフィギュレーションガイド

これらのマニュアルは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/products_installation_and_configuration_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Configuration Examples』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS IP SLAs Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS LISP Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS MPLS Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS OTV Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide』
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•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS SAN Switching Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Security Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS System Management Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Quick Start』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS OTV Quick Start Guide』

•『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』

•『Cisco Nexus 2000 Series Fabric Extender Software Configuration Guide』

コマンドリファレンス

これらのマニュアルは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/prod_command_reference_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Command Reference Master Index』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS High Availability Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS LISP Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS MPLS Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Multicast Routing Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS OTV Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS SAN Switching Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Security Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS System Management Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Command Reference』
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•『Cisco NX-OS FCoE Command Reference for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』

その他のソフトウェアのマニュアル

これらのマニュアルは、以下のランディングページから検索できます。

http://www.cisco.com/en/us/products/ps9402/tsd_products_support_series_home.html

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS MIB Quick Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Software Upgrade and Downgrade Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Troubleshooting Guide』

•『Cisco NX-OS Licensing Guide』

•『Cisco NX-OS System Messages Reference』

•『Cisco NX-OS XML Interface User Guide』

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。
ciscodfa-docfeedback@cisco.com。

ご協力をよろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元に直接送信するに

は、『What's New in Cisco Product Documentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィード
は無料のサービスです。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

• 新機能および変更された機能に関する情報, 1 ページ

新機能および変更された機能に関する情報
次の表に、このマニュアルの新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポートされてい

るリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべての機能がサ

ポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/
bugsearch/の Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照して
ください。

表 1：FabricPath の新機能と変更された機能

変更されたリリース説明機能

6.2(10)警告プロンプトメッセージが

変更され、すべての vPCを削
除して再設定する要件が追加さ

れました。

vPC+と vPC間の設定

6.2(10)完全な VLAN範囲を再入力せ
ずに既存のVLAN範囲（HSRP
エニーキャストバンドル用）

に対して VLANを追加または
削除できる機能が追加されまし

た。

HSRPエニーキャスト

6.2(2)linkup-delay alwaysオプション
が追加されました。

FabricPathタイマー
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変更されたリリース説明機能

6.2(2)ユニキャストおよびマルチキャ

ストパケット用の TTLが追加
されました。

ユニキャストおよびマルチキャ

ストパケット用の TTL

6.2(2)ユニキャストスタティック

ルートのサポートが追加されま

した。

FabricPathでのユニキャストス
タティックルート

6.2(2)VLANプルーニングのサポート
が追加されました。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISの詳細
パラメータのグローバル設定

6.2(2)オーバーロードビットのサポー

トが追加されました。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISの詳細
パラメータのグローバル設定

6.2(2)ルートマップ再配布およびメッ

シュグループのサポートが追

加されました。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISの詳細
パラメータ

6.2(2)複数のトポロジを作成する機能

のサポートが追加されました。

複数のトポロジ

6.2(2)混合シャーシシステムでコア

ポートラーニングをディセー

ブルにするプロキシレイヤ 2
ラーニングが追加されました。

プロキシレイヤ 2ラーニング

6.2(2)FabricPathネットワークで最大
128,000個のホストに対応する
ために、Mシリーズモジュー
ルのMACアドレステーブルを
活用する機能が追加されまし

た。

MACプロキシ

6.2(2)スパインレイヤでの拡張性を

サポートするエニーキャスト

HSRPバンドルを作成する機能
が加わりました。

エニーキャスト HSRP

6.1(3)no port-channel limitコマンド
で、244個を超える vPC+ポー
トチャネルを設定する機能が

追加されました。

244個を超える vPC+ポート
チャネルの設定
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変更されたリリース説明機能

6.1(3)fabricpath multicast
load-balanceコマンドにより、
FEXポートを伴う vPC+を設定
する機能が追加されました。

FEXポートを伴う vPC+の設定

6.1(2)FEXを使用してスイッチをエ
ミュレートする機能のサポート

が追加されました。

エミュレートスイッチに関す

る FEXサポート

6.1(1)F2カード上の VPC+を伴う
FEXのフォワーディングをサ
ポートするためにコアポート

ラーニングが導入されました。

コアポートラーニング

6.0(1)F2モジュールをサポートする
ロードバランシングが導入さ

れました。

ポートチャネルを使ったロー

ドバランシング

5.2(1)FシリーズおよびMシリーズ
モジュールを含むシャーシでの

新しいデフォルトのMACアド
レスラーニング方式が作成さ

れました。

混合シャーシの新しいデフォル

トのMACアドレスラーニング
方式
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第 2 章

概要

この章では、Cisco Nexus 7000シリーズデバイス向けの Cisco NX-OSソフトウェアでサポートさ
れている FabricPathと会話型MACアドレスラーニング機能の概要について説明します。

• FabricPathに関する情報, 5 ページ

• 会話型MACアドレスラーニングについて, 6 ページ

• FabricPathの仮想化, 7 ページ

• FabricPathのハイアベイラビリティ, 7 ページ

• FabricPathのライセンス要件, 7 ページ

FabricPath に関する情報
Cisco NX-OS Release 5.1以降で Fシリーズモジュールを使用すると、FabricPath機能を使用できま
す。

FabricPathと会話型学習を実行するには、Nexus 7000シリーズシャーシに Fシリーズモジュー
ルを取り付けている必要があります。

（注）

FabricPath機能では、次のことができます。

• FabricPathネットワークにおけるレイヤ 2マルチパスを可能にする。

•スパニングツリープロトコル（STP）を使用しなくても、組み込みのループ防止機能および
緩和機能を提供する。

•未知のユニキャスト、ユニキャスト、ブロードキャスト、およびマルチキャストトラフィッ
クに対する単一のコントロールプレーンを提供する。

• FabricPathネットワークにおけるモビリティおよび仮想化を向上させる。
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システムは、固有なスイッチ IDを FabricPathがイネーブルな各デバイスにランダムに割り当てま
す。

クラシカルイーサネット（CE）ネットワークから FabricPathネットワークにフレームが着信する
と、入力インターフェイスがフレームに FabricPathヘッダーを付けてカプセル化します。システ
ムは、FabricPathネットワークを介してツリーと呼ばれるパスを作成し、FabricPathネットワーク
内のすべてのトラフィックにフローによって転送タグ（FTag）を割り当てます。フレームが
FabricPathネットワークからCEネットワークに発信されると、出力インターフェイスがフレーム
をカプセル解除し、標準 CEヘッダーを残します。

このマニュアルでは、従来のイーサネットは CEと呼ばれます。（注）

FabricPathネットワークは、レイヤ 2 Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコル
を使用して、FabricPathヘッダーを付けてネットワーク内のトラフィックを転送します。レイヤ 2
IS-ISは、レイヤ 3 IS-ISとは異なります。2つのプロトコルは、独立して機能します。レイヤ 2
IS-ISでは、設定は不要です。デバイスでFabricPathをイネーブルにすると、動作可能になります。
フレームは、入口で割り当てられた同じ FTagを FabricPathネットワーク全体に伝送します。レイ
ヤ 2 IS-ISでは、すべてのデバイスが、システムで作成されるすべてのツリーを同じビューで示す
ことができます。既知のユニキャストトラフィックは、Equal Cost Multipath Protocol（ECMP）を
使用してネットワーク全体にトラフィックを転送します。最後に、システムは ECMPおよびツ
リーを使用して、FabricPathネットワーク全体のトラフィックのロードバランスを自動的に行い
ます。

FabricPathによって、レイヤ2ドメインにおける設定の簡素化、スケーラビリティ、柔軟性、およ
び復元力が実現します。

FabricPath経由の Precision Time Protocol（PTP）はサポートされていません。（注）

会話型 MAC アドレスラーニングについて
CiscoNX-OSリリース 5.1以降で Fシリーズモジュールを使用すると、会話型MACアドレスラー
ニングを使用できます。MACアドレスラーニングのタイプ（会話型または従来型）は VLANで
設定します。

会話型MACアドレスラーニングでは、各インターフェイスは、ドメイン内のすべてのMACア
ドレスではなく、関連するホストのMACアドレスだけを学習します。各インターフェイスは、
インターフェイスとアクティブに対話するMACアドレスだけを学習します。このように、会話
型MACラーニングはスリーウェイハンドシェイクで構成されます。

この選択的な学習、つまり会話型MACアドレスラーニングでは、個々のスイッチのMACアド
レステーブルの限界を超えてネットワークを拡張できます。

すべての FabricPath VLANは、会話型MACアドレスラーニングを使用します。

   Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
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CE VLANは、デフォルトでは従来型MACアドレスラーニングを使用しますが、会話型MAC
ラーニングを使用するように CE VLANを設定できます。

Cisco NX-OSリリース 6.1以降、F2カード上の VPC+を伴う Fabric Extender（FEX）がサポートさ
れます。この方法で転送をサポートするために、コアポートラーニングが使用されます。

VDC F2では、デフォルトでコアポートラーニングモードがイネーブルになっています。

FabricPath の仮想化
複数の仮想デバイスコンテキスト（VDC）を作成できます。各 VDCは、インターフェイスを割
り当てることのできる、独立した論理デバイスです。VDCにインターフェイスを割り当てると、
現在の VDCが正しい場合のみこのインターフェイスを設定できます。VDCの詳細については、
『Virtual Device Context Configuration Guide, Cisco DCNM for LAN, Release 6.x』を参照してくださ
い。

FabricPath のハイアベイラビリティ
FabricPathの設定は、ISSU全体で維持されます。

ハイアベイラビリティの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS High Availability and
Redundancy Guide』を参照してください。

FabricPath のライセンス要件
FabricPathには、拡張レイヤ 2ライセンスが必要です。FabricPathネットワークをイネーブルにす
るすべてのシステムにこのライセンスをインストールする必要があります。
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第 3 章

FabricPath スイッチングの設定

FabricPathと会話型学習を実行するには、Cisco Nexus 7000シリーズシャーシに Fシリーズモ
ジュールを取り付けている必要があります。

（注）

この章では、Cisco NX-OSデバイスで FabricPathスイッチングを設定する方法について説明しま
す。

• 機能情報の確認, 9 ページ

• FabricPathスイッチングについて, 10 ページ

• FabricPathのライセンス要件, 24 ページ

• FabricPathの前提条件, 24 ページ

• FabricPathスイッチングに関する注意事項と制限事項, 24 ページ

• FabricPathスイッチングのデフォルト設定, 25 ページ

• FabricPathスイッチングの設定, 26 ページ

• FabricPathスイッチングの確認, 39 ページ

• FabricPathスイッチング統計情報のモニタリングとクリア, 40 ページ

• FabricPathスイッチングの設定例, 40 ページ

• FabricPathスイッチング設定の機能履歴, 41 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス
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トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。

FabricPath スイッチングについて
FabricPathスイッチングは、レイヤ 2レベルでのマルチパスネットワーキングを可能にします。
FabricPathネットワークはベストエフォート方式でパケットを送信します（クラシカルイーサネッ
ト（CE）に類似）が、FabricPathネットワークはレイヤ 2トラフィックに対して複数のパスを使
用できます。FabricPathネットワークでは、ブロッキングポートを使用するスパニングツリープ
ロトコル（STP）を実行する必要はありません。代わりに、一部ではレイヤ 3接続や IP設定の必
要のないレイヤ 2接続だけが利用される複数のデータセンターにまたがって FabricPathを使用で
きます。

FabricPathカプセル化によって、MACモビリティとサーババーチャライゼーションが実現しま
す。つまり、レイヤ 2ノードが物理的に移動されても、仮想マシンに同一のMACアドレスと
VLANアソシエーションが保持されます。また、FabricPathによって、複数のデータセンターにま
たがるレイヤ 2の LAN拡張が可能になるため、ディザスタリカバリ操作や、データベースなど
のクラスタリングアプリケーションにも役立ちます。また、FabricPathは高性能で低遅延のコン
ピューティングに非常に有用です。

ユニキャスト、ブロードキャスト、およびマルチキャストパケットに対して機能する単一のコン

トロールプレーンには、FabricPathとともにレイヤ 2 Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）プロトコルを使用します。これは純粋なレイヤ 2ドメインであり、スパニングツリープ
ロトコル（STP）を実行する必要はありません。この FabricPathレイヤ 2 IS-ISは、レイヤ 3 IS-IS
とは別個のプロセスです。

Cisco NX-OSリリース 5.1以降で Fシリーズモジュールを使用するときには、会話ベースのMAC
学習スキーマがサポートされます。会話型学習は、FabricPath（FP）と CE VLANの両方に適用で
きます。FabricPathおよび会話型MACアドレスラーニングを使用すると、デバイスが学習しなけ
ればならないMACアドレスがはるかに減少し、それによってMACテーブルが縮小し、管理しや
すくなります。

FabricPath カプセル化

FabricPath ヘッダー
フレームがFabricPathネットワークに入るとき、システムは新しいFabricPathヘッダーを使ってレ
イヤ 2フレームをカプセル化します。FabricPathネットワークに参加した各 FabricPathデバイスに
割り当てられるスイッチ IDは、FabricPathヘッダーの外側のMAC宛先アドレス（ODA）および
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外側のMAC発信元アドレス（OSA）として使用されます。以下の図は、クラシカルイーサネッ
ト（CE）フレームをカプセル化する FabricPathヘッダーを示しています。

図 1：FabricPath フレームのカプセル化

FabricPathネットワークの入力エッジポートでカプセル化が適用され、FabricPathネットワークの
出力エッジポートでフレームがカプセル解除されます。FabricPathネットワーク内のすべてのポー
トは、階層型MACアドレスのみを使用する FabricPathポートです（FabricPathインターフェイス
の設定の詳細については、第3章「FabricPathインターフェイスの設定」を参照してください）。
この機能により、FabricPathネットワークのコアにあるMACテーブルのサイズが大幅に減少しま
す。

FabricPathネットワーク内の各デバイスに、一意のスイッチ IDが自動的に割り当てられます。任
意で、FabricPathデバイスのスイッチ IDを設定できます。

外側の送信元アドレス（OSA）は、フレームがFabricPathネットワークに入るデバイスのFabricPath
スイッチ IDであり、外側の宛先アドレス（ODA）は、フレームがFabricPathネットワークから出
るデバイスの FabricPathスイッチ IDです。フレームが FabricPathネットワークから出ると、
FabricPathデバイスは FabricPathヘッダーを除去し、元の CEフレームが引き続き CEネットワー
ク上で処理されます。レイヤ 2 IS-ISプロトコルがトポロジ情報を送信する FabricPathネットワー
クでは、OSAおよび ODAだけが使用されます。FabricPathの ODAおよび OSAは、標準のMAC
形式（xxxx.xxxx.xxxx）になります。

FabricPathの階層型MACアドレスは、予備の EtherType 0x8903を伴います。

フレームが最初にカプセル化されるときに、存続時間（TTL）が 32に設定されます。任意に、マ
ルチキャストおよびユニキャストトラフィックの TTL値を設定することもできます。FabricPath
ネットワーク内のホップごとに、各スイッチで TTLが 1つずつ減算されます。TTLが 0に達する
と、そのフレームは廃棄されます。これにより、ネットワーク内に生じる可能性のある連続ルー

プが防止されます。

フォワーディングタグ（FTag）
FabricPathヘッダー内のフォワーディングタグ（FTag）によって、パケットが FabricPathネット
ワーク全体を通過する複数のパスから1つのパスが指定されます。FabricPathネットワークに入る
マルチデスティネーションパケットには、FTagで指定されたパスが使用されます。FTagは、ソ
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フトウェアがトポロジから学習する固定ルートです。FTagは10ビットのフィールドで、1～1023
の値を指定できます（トポロジと複数パスの詳細については「FabricPathフォワーディングの設
定」を参照してください）。

このFTagは、フレームがFabricPathネットワークに入るときにエッジポートで割り当てられ、そ
の FabricPathネットワーク内のすべての後続 FabricPathスイッチで使用されます。各 FTagは 1つ
の FabricPathトポロジ内で一意です。

FabricPath でのデフォルトの IS-IS 動作
FabricPathネットワーク内のインターフェイスは FabricPathレイヤ 2 IS-ISプロトコルのみを実行
します。FabricPathレイヤ 2 IS-ISによってトポロジ情報が動的に検出されるため、FabricPathネッ
トワークで STPを実行する必要はありません。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISは動的なリンクステートルーティングプロトコルであり、ネットワーク
トポロジ内の変更を検出し、ネットワーク内の他のノードへのループフリーパスを計算します。

各 FabricPathデバイスには、ネットワークの状態が記述されるリンクステートデータベース
（LSDB）が保持されます。各デバイスは、そのデバイスに隣接するリンクのステータスを更新し
ます。FabricPathデバイスは、既存のすべての隣接関係を通して、LSDBにアドバタイズメントと
アップデートを送信します。FabricPathパケットは、標準の IS-ISで IPv4/IPv6アドレスファミリ
に使用されるアドレスではなく、それぞれのレイヤ2宛先MACアドレスに移動するので、FabricPath
レイヤ3 IS-ISプロトコルパケットが標準のレイヤ2 IS-ISパケットと競合することはありません。

システムによって FabricPathコアポートで helloパケットが送信され、隣接関係が形成されます。
IS-IS隣接関係が形成されると、FabricPathユニキャストトラフィックは、（最大 16個のユニキャ
ストトラフィック用パスを提供する）レイヤ 2 IS-ISの等コストマルチパス（ECMP）機能を使用
して、トラフィックを転送します。

FabricPathネットワーク内では、すべてのユニキャスト、マルチキャスト、およびブロードキャス
トトラフィックに単一のコントロールプレーンプロトコル、レイヤ 2 IS-ISを使用します。基本
的な FabricPath機能を使用する場合には、デフォルトトポロジを使用できるため、レイヤ 2 IS-IS
を設定する必要はありません。デバイスでFabricPathをイネーブルにすると、コントロールプレー
ンのレイヤ 2 IS-ISが自動的に起動し、実行されます。

ループフリーのレイヤ 2 IS-ISプロトコルは、トポロジに 2つのツリーを作成します。一方のツ
リーは未知のユニキャスト、ブロードキャスト、およびマルチキャストトラフィックを伝送し、

もう一方のツリーはロードバランスが行われたマルチキャストトラフィックを伝送します。シス

テムは、両方のツリーでマルチキャストトラフィックのロードバランスを実行します（ツリーお

よびトポロジの詳細については「FabricPathフォワーディングの設定」を参照）。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISは標準的な IS-ISプロトコルに基づいており、FabricPath環境向けに次の
拡張機能を備えています。

• FabricPathには、IS-IS標準に規定される階層型のレイヤ 1/レイヤ 2ルーティングのない、単
一の IS-IS領域があります。FabricPathネットワーク内のすべてのデバイスは、単一のレイヤ
1領域に存在します。

• VLANとトポロジのセット 1つにつき、複数の IS-ISインスタンスを実行できます。
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•システムは、レイヤ 3 IS-ISインスタンスに使用されるMACアドレスとは異なるMACアド
レスを使用します。

•システムは、標準の IS-ISにはない、スイッチ ID情報を伝送する新しいサブ TLVを追加し
ます。この機能によって、既存の IS-ISプロトコルの実装を介してレイヤ 2情報を交換でき
ます。

•それぞれの FabricPathレイヤ 2 IS-ISインスタンス内で、各デバイスは、Shortest-Path First
（SPF）アルゴリズムを使ってネットワーク内の他のそれぞれのデバイスへの最短パスを計
算します。このパスは、ユニキャストFabricPathフレームの転送に使用されます。FabricPath
レイヤ 2 IS-ISは標準の IS-IS機能を使用して、特定の 1つの宛先デバイスについて最大 16個
のルートを設定します。システムは、使用可能な複数の同等コストパラレルリンクを使用

して、同等コストの複数パス（ECMP）を提供します。

• FabricPath IS-ISでは、（FTagによって識別される）ブロードキャストおよびマルチキャスト
ツリーの構築をサポートするために、標準の IS-ISに一定の修正が加えられています。具体
的には、システムは FabricPathを使用して、マルチデスティネーショントラフィック転送用
の 2つのループフリーツリーを構築します。

FabricPathネットワーク内のデバイス間で隣接関係が確立されると、システムはすべてのネイバー
にアップデート情報を送ります。

デフォルトでは、設定しなくても FabricPathでレイヤ 2 IS-ISを実行できますが、レイヤ 2 IS-ISパ
ラメータの一部を調整することもできます（任意で IS-ISパラメータを設定する方法については
「高度な FabricPath機能」を参照してください）。

また、FabricPath IS-ISを使用すると、定常状態の各スイッチ IDを FabricPathネットワーク内で確
実に一意にすることができます。FabricPathネットワークをマージすると、スイッチ IDが競合す
る可能性があります。IDがすべて動的に割り当てられる場合、FabricPath IS-ISは、いずれのネッ
トワークでも FabricPathトラフィックに影響が及ばないようにこの競合を解決します。

会話型 MAC アドレスラーニング

会話型MACラーニングを使用するには、Cisco Nexus 7000シリーズシャーシ内の Fシリーズ
モジュールで作業している必要があります。

（注）

従来のMACアドレスラーニングでは、各ホストはネットワーク上の他すべてのデバイスのMAC
アドレスを学習します。VLANに会話型学習を設定すると、関連付けられたインターフェイスは、
そのインターフェイスとアクティブに会話しているMACアドレスだけを学習します。すべての
インターフェイスが FシリーズモジュールですべてのMACアドレスを学習する必要があるとは
限りません（したがって、MACアドレステーブルのサイズは大幅に減少します）。

Cisco NX-OSリリース 5.1以降で Fシリーズモジュールを使用すると、MAC学習プロセスを最適
化できます。会話型MACラーニングは、VLANごとに設定します。すべての FabricPathVLANで
は常に会話型学習が使用されます。このモジュールで、CEVLANに会話型学習を設定することも
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できます。（CEと FabricPath VLANの詳細情報については、「FabricPathフォワーディングの設
定」を参照してください。）

Fシリーズモジュールには、16個の転送エンジン（FE）が搭載されており、MACラーニングは
そのうち 1つの FEのみで行われます。各 FEは、モジュールにある他の 15個の FEとは無関係に
MACアドレスラーニングを実行します。インターフェイスは、対象の FEを介して入力または出
力されるMACに関するMACアドレステーブルだけを保持します。インターフェイスは、モ
ジュールにある他の 15個の FEのMACアドレステーブルを保持する必要はありません。

各 Fシリーズモジュールでの16個の転送エンジン（FE）と会話型MACアドレスラーニングに
より、FabricPath用のMACアドレステーブルがかなり小さくなります。

Fシリーズモジュールで使用できるMACアドレスラーニングモードは、従来型学習と会話型学
習です。学習モードは、VLANモードによって設定できます。

次のように、VLANモードごとにMACラーニングモードが異なります。

• FabricPath（FP）VLAN：会話型MACラーニングのみ。

• CE VLAN：デフォルトでは従来型学習。Fシリーズモジュールで CE VLANに会話型学習を
設定できます。

会話型MACラーニングを設定すると、宛先MACアドレスがインターフェイスのMACアドレス
テーブルにすでに存在している場合、そのインターフェイスでは入力フレームの送信元MACア
ドレスだけが学習されます。送信元MACアドレスのインターフェイスでまだ宛先MACアドレス
が認識されていない場合、そのMACアドレスは学習されません。各インターフェイスは、イン
ターフェイスとアクティブに対話するMACアドレスだけを学習します。このように、会話型MAC
ラーニングはスリーウェイハンドシェイクで構成されます。インターフェイスは、それに対応す

るインターフェイスとの双方向会話がある場合に限り、MACアドレスを学習します。未知のMAC
アドレスはネットワーク全体に転送、またはフラッディングされます。

各 Fシリーズモジュールでのこのように会話型MACアドレスラーニングと複数 FEを組み合わ
せることにより、各 Fシリーズモジュール上のMACアドレステーブルが小さくなります。

CEVLANでは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して、Fシリーズモジュールで
VLAN単位の会話型学習を設定できます。CEVLANではデフォルトで従来型MACアドレスラー
ニングが使用されます。従来型MAC学習は、Ciscoリリース NX-OS 5.1またはそれ以降のリリー
スの FabricPath VLANではサポートされません。
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以下の図は、Mおよび Fシリーズモジュールで許可された FabricPathおよび CEポートと、許可
された FPおよび CE VLANを示しています。

図 2：FP および CE VLAN の例

コアポートラーニング

CiscoNX-OSリリース 6.1以降、 F2カード上の virtual Port Channel+（VPC+）を伴う Fabric Extender
(FEX)がサポートされます。FEXVPCには一意のサブスイッチ IDが割り当てられず、転送用にコ
アポートラーニングモードを使用します。

コアポートラーニングモードの場合、すべてのローカルMACがコアポートフォワーディング
エンジン（FE）にコピーされ、F2モジュールのMACアドレステーブルには、コアポートで設
定されるローカル学習されたMACアドレスが表示されます。

VDC F2では、デフォルトでコアポートラーニングモードがイネーブルになっています。

Cisco NX-OSリリース 6.1(2)以降、F2シリーズモジュールでのMACアドレスラーニングをディ
セーブルにすることができます。ポートグループ内のすべてのアクティブポートまたは使用中の

ポートは、FabricPathコアポートでなければなりません。

SVIが存在するVLANでは、MACラーニングがイネーブルになっているかどうかにかかわらず、
F2モジュールは FabricPathコアポートでブロードキャストフレームから送信元MACアドレスを
学習します。MACラーニングがディセーブルになっているポートグループに関しては、F2モ
ジュールは、ポートグループが属するすべての VLANでブロードキャストフレームから送信元
MACアドレスを学習しません。
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FabricPath を使用したスイッチング
FabricPathの階層型MACアドレススキームと会話型学習を使用すると、FabricPathネットワーク
内の会話型学習MACテーブルは大幅に小さくなります。FabricPathネットワーク内では、レイヤ
2 IS-ISを使用してトポロジ情報が送信されます。ネットワークのエッジで会話型MACアドレス
ラーニングを使用するインターフェイスは、ネットワーク内のすべてのMACアドレスを学習す
る必要はありません（下の図を参照）。

図 3：FabricPath ポートが、フレームをスイッチングするために FabricPath ヘッダーだけを使用

FabricPath階層型MACアドレスの使用により、MACモビリティも促進されます。つまり、ホス
トを移動するときに同じMACアドレスとVLANを維持する場合には、FabricPathネットワークの
エッジにあるインターフェイスのみがこの変更を追跡します。FabricPathネットワーク内のFabricPath
インターフェイスでは、FabricPathカプセル化で変更された外側のMACアドレス（ODAとOSA）
だけがテーブルで更新されます。

FabricPathネットワークのエッジにあるインターフェイスは、FabricPathヘッダー内部の元のフレー
ムをカプセル化します。フレームが最後になった場合、または FabricPathスイッチが直接接続さ
れている場合は、出力インターフェイスにより FabricPathヘッダーが除去され、フレームが通常
の CEフレームとして転送されます。

FabricPathネットワークのエッジにある Fシリーズモジュールのポートでは、会話型学習を使用
して、指定のエッジポートが双方向会話を行っているMACアドレスのみを学習できます。すべ
てのエッジインターフェイスが、その他すべてのエッジインターフェイスのMACアドレスを学
習する必要はありません。会話しているインターフェイスのMACアドレスを学習するだけです。

フレームがFabricPathネットワークを移動するときに、すべてのデバイスではFabricPathヘッダー
だけが使用されます。したがって、FabricPathインターフェイスでは ODAと OSAのみが使用さ
れます。これらのインターフェイスは、ネットワークに接続された CEホストや他のデバイスの
MACアドレスを学習する必要がありません。FabricPathヘッダーによって階層型MACアドレス
が提供されることにより、FabricPathネットワーク内のMACテーブルは、そのネットワーク内の
デバイス数に対して非常に小さくなります。FabricPathネットワーク内のインターフェイスは、フ
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レームを別の FabricPathスイッチに転送する方法のみを知る必要があるため、トラフィックを転
送するために、ネットワークのコアにある大規模なMACアドレスルックアップテーブルは不要
です。

FabricPathネットワークでは、ホップごとに各スイッチで FabricPathヘッダーの TTLが 1ずつ減
らされます。TTLが 0に達すると、パケットがドロップされます。このプロセスにより、ネット
ワークに生じる可能性のある連続ループが防止されます。

エミュレートスイッチに関する FEX サポート
Cisco NX-OSリリース 6.1以降、F2カード上で VPC+を伴う FEXのサポートを利用できます。
VPC+を使用すると、2つの FEXを使用してエミュレートスイッチを設定できます。

FEXの詳細情報については、「Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダの設定」
を参照してください。

（注）

以下の図には、エミュレートスイッチとして機能する 2つのFEXからなるトポロジの例が示され
ています。

図 4：エミュレートスイッチとして機能する 2 つの FEX。

同じ FEXのすべての VPC+は、同じ外部送信元アドレス（OSA）を持ちます。（注）

F2カード上の VPC+を伴う FEXはコアポートラーニングを必要とするため、外部送信元MAC
アドレスのサブスイッチ IDおよびフラッド IDのフィールドは予約値であり、使用されません。
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VDC F2ではデフォルトでコアポートラーニングがイネーブルになっています。（注）

FEX孤立ポートは、接続先の物理スイッチの外部送信元MACアドレスを持ちます。

VPC+ を伴う FEX の部分的モード

VPC+を伴う FEXを正しく機能させるには、部分的 FTagプルーニングモードでスイッチが稼働
する必要があります。従来、VPC+環境は、物理スイッチがプライマリフォワーダとして指定さ
れた「すべて」または「なし」プルーニングモードで稼働してきました。ピアは、プライマリパ

スがダウンした場合のセカンダリフォワーダとして機能します。しかしVPC+を伴うFEX設定で
は、使用可能なFTagのうち半分用に指定されたフォワーダとして 1つのスイッチが機能し、もう
1つのスイッチが残りの半分を転送します。いずれか1つのVPC+パスがダウンした場合、パケッ
トはピアスイッチによって転送されます。

VPC+を伴う FEXポートを設定するには、fabricpath multi-cast load balanceコマンドを使用し
ます。

（注）

設定例：エミュレートスイッチ用に VPC+ を伴う FEX を設定する

次に、エミュレートスイッチ用に VPC+を伴う FEXを設定する例を示します。両方の VPCピア
で、次の手順を実行する必要があります。

この設定手順を開始する前に、次の操作を完了してください。

• FabricPathフィーチャセットをイネーブルにします。

• FEXフィーチャセットをイネーブルにします。

エミュレートスイッチを設定するには、次の手順を実行します。

1 VPCドメインコンフィギュレーションモードで、fabricpath multicast load-balanceコマンド
で部分 DFモードをイネーブルにします。

2 VPCドメインコンフィギュレーションモードで、エミュレートスイッチ IDを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel channel-number
switch(config-if)# vpc domain ID
switch(config-vpc-domain)# fabricpath switch-id emulated switch-id

3 FEXを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel channel
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode fex-fabric
switch(config-if)# fex associate FEX-number
switch(config-if)# no shutdown
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switch(config-if)# exit
switch# show interface port-channel channel fex-intf

4 FEXレイヤ 2ホストインターフェイス（HIF）ポートチャネルを作成します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet FEX-number/1/satellite_port_numnber
switch(config-if)# channel-group id/1001
switch(config-if)# no shutdown

5 FEXレイヤ 2ホストインターフェイス（HIF）ポートチャネルで VPC IDを設定します。

switch# configure terminal
switch# interface port-channel 1001
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# vpc vpcid
switch(config-if)# no shutdown

競合解決と任意の FabricPath チューニング
すべてのデバイスで FabricPathをイネーブルにすると、システムによりランダムなスイッチ IDが
各 FabricPathデバイスに自動的に割り当てられます。スイッチ IDは FabricPathネットワークの各
スイッチに動的に割り当てられる 12ビットの値です（各スイッチは FabricPathネットワーク内で
一意な値になります）。特定のスイッチ IDを任意で設定できます。FabricPathネットワーク内に
一意でないスイッチ IDが存在する場合は、競合解決が自動的に行われます。

FabricPathシステムはスイッチ IDに対してランダムな値を選択し、その値がすでに使用中である
かどうかを確認している間は、その値を仮の IDとして設定します。この値がネットワーク内の別
のデバイスに使用されている場合、競合解決プロセスが開始されます。小さい方のシステム IDを
持つスイッチには、指定された値がそのまま維持され、他方のスイッチには新しい値がスイッチ

IDとして設定されます。

単一のスイッチを既存のFabricPathネットワークに追加する場合は、ネットワーク内の既存スイッ
チの値が変更されるのではなく、その単一のスイッチのスイッチ ID値が変更されます。指定され
た値が別のデバイスで使用されていない場合や、競合が解決された後は、スイッチ IDに確認済み
のマークが付けられます。

グレースフルな移行機能により、2つのスイッチが一時的に同じスイッチ IDを持つなど、リソー
ス内で競合が生じた場合でも、トラフィックが中断されることはありません。

FabricPathインターフェイスは起動しますが、スイッチが FabricPathの競合をチェックして解
決するまでは、インターフェイスは動作しません。

（注）

FabricPathリソースタイマーにはデフォルト値がありますが、タイマー値を変更することもでき
ます。デバイスを調整して、競合をチェックする間の待機時間を長くしたり、短くしたりするこ

とができます。

次に、FabricPathネットワークの重要なプロセスの一部を示します。

•スイッチ IDおよび FTagの競合のない割り当てを行う。
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•ネットワークのマージまたはパーティションの回復の際にグレースフルなリソースの移行を
行う。

•スタティックスイッチ IDをサポートする。

•リンクの起動時またはネットワークのマージ中に高速コンバージェンスを実行する。

FabricPathでは、レイヤ2 IS-ISプロトコルを使用して、ネットワーク内のすべてのスイッチにデー
タベースが転送されます。この情報は、IS-IS TLVを使用してさまざまな FabricPathネットワーク
デバイスに配布されます。各スイッチは、すべてのスイッチに関する情報を含む独自のデータベー

スを送信します。システムは FabricPath値を割り当て、FabricPathネットワーク内でその値が一意
であることを保証し、リソースが不要になるとその値をデータベースから削除します。

デバイスのスタティックスイッチ IDを手動で設定する場合、自動的な競合解決プロセスは行
われず、ネットワークは稼働しません。競合に関する syslogメッセージが表示されます。ネッ
トワーク内にあるデバイスの1つまたは複数のスイッチ IDを手動で変更する必要があります。

（注）

FabricPath タイマー

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、これらの設定を行う必要があります。（注）

次の FabricPathタイマーを変更できます。

• allocate-delay：新しいスイッチ IDが使用可能になり、永続的になるまで、ネットワーク全体
に伝播するための遅延を設定します。

• linkup-delay：スイッチ IDにおける競合を検出するためのリンク起動の遅延を設定します。
システムが競合を検出すると、少しの時間をかけて競合を解決し、FabricPathを運用状態に
します。既知のネットワークへの接続で冗長リンクが起動される場合、デフォルト動作とし

て、リンク起動を高速化します。この場合はネットワークが既知であるため、タイマーは使

用されません。

• linkup-delay always：すべての場合にタイマーが必ず使用されるよう、リンク起動の遅延を設
定します。

• transition-delay：ネットワーク内で移行された値を伝播するための遅延を設定します。この期
間中は、既存のすべてのスイッチ IDと新しいスイッチ IDの値がネットワーク内に存在しま
す。この状態は、リンクが起動して、ネットワーク内に同じスイッチ IDが 2つ存在するか
どうかシステムで検査されるときにのみ発生します。

ユーザ設定によるスイッチ IDで発生する競合は、解決されません。このタイプの競合に関しては
警告メッセージが表示されます。間違ったトラフィック転送を防ぐには、トポロジ変更中に

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）がネイバー情報を収集できるよう、linkup-delay
を十分高い値に設定することを推奨します。linkup-delayを高く設定することで、競合を適時に検
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出できます。ユーザの介入によって競合が解決されるまで、または競合するスイッチ IDのリンク
ステートパケット（LSP）の有効期限が切れるまで、リンクはダウンしたままです。

このタイマーの設定が有効になるのは、ルーティングプロトコルによって到達可能とまだ識別さ

れていないノードにリンクが到達する場合だけです。他の等コストマルチパスがフォワーディン

グステートですでに存在し、新しいリンクによって別の新しい等コストマルチパスが作成される

場合は、そのようなリンクのタイマー設定がスキップされて linkupプロセスが迅速化する可能性
があります。タイマー設定は、ルーティングプロトコルがネットワーク情報を収集するための待

機時間としてのみ使用されます。ネットワークがルーティングプロトコルに認識されると、タイ

マーが使用されていないことに気付くかもしれません。

linkup-delayタイマーはデフォルトでイネーブルになっています。この機能をイネーブル化または
再イネーブル化したときに linkup-delayタイマーが設定済みであれば、スイッチは設定済みのタイ
マー値を使用します。設定済み linkup-delayタイマーが存在しない場合、スイッチはデフォルト値
10秒を使用します。

CiscoNX-OSリリース 6.2(8)以降、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してリンク起
動遅延機能をディセーブル化できます。linkup-delayタイマーをディセーブルにした後は、リンク
が一時停止することはありません。スイッチが競合を検出すると、リンクは稼働状態のままにな

り、スイッチは動的にこの競合を解決するか、システムログに警告を送信します。静的に設定さ

れたスイッチ IDが存在する既知のネットワークでは、linkup-delay機能をディセーブルにしてリ
ンク起動を高速化することができます。このようなネットワークではスイッチ IDの競合が発生し
ないことが明らかであるため、競合検出用にリンクを一時停止する必要がありません。

動的に追加される（または不明な）スイッチ IDを含むネットワークでは、linkup-delay機能を
ディセーブルにしないことを強くお勧めします。

（注）

M シリーズモジュールと F シリーズモジュールの相互作用
Cisco NX-OSリリース 6.2(2)以降、同じ Cisco Nexus 7000シリーズシャーシ内にMシリーズモ
ジュールと Fシリーズモジュールが存在する場合、次のようになります。

• Mシリーズモジュールと F2eシリーズモジュールの場合：ルータMACアドレスと通信する
とき、F2eシリーズモジュールのコアポートでMACアドレスラーニングが発生します。こ
の問題は F2e ASICの制限であり、MACアドレスラーニングをディセーブルにするサポート
が提供されています。「コアポート用のMAC学習モードの設定（任意）」のセクションを
参照してください。このシナリオではMAC学習がディセーブルであるため、コアポートと
エッジポートが同じ ASICや転送エンジンに存在してはなりません。

• Mシリーズモジュールと F2eシリーズモジュールの場合：ローカルMACアドレスをコア
ポートにコピーしない ISSU内の F1アクセススイッチをサポートするために、Mシリーズ
および F2eシリーズモジュールはデフォルトですべてのリモートMACアドレスを学習しま
す。リモートMACアドレスラーニングをディセーブルにするためのサポートが提供されて
います。「リモートMAC学習モードの設定（任意）」のセクションを参照してください。
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FabricPathトポロジ内のすべてのスイッチを Cisco NX-OSリリース 6.2(2)に移行する場合、
リモートMACアドレスラーニングをディセーブルにできます。

• Mシリーズモジュールと F2eシリーズモジュールの場合：Mシリーズモジュールでレイヤ
2のプロキシ学習をイネーブルにするには、F2eシリーズモジュールでMACアドレスラー
ニングをディセーブルにする必要があります。「コアポート用のMAC学習モードの設定
（任意）」のセクションを参照してください。また、リモートMACアドレスラーニングを
ディセーブルにする必要もあります。「リモートMAC学習モードの設定（任意）」のセク
ションを参照してください。

• Mシリーズモジュールと F1シリーズモジュールの場合：すべてのリモートMACアドレス
と通信するときに、MACアドレスラーニングが発生します。F1シリーズコアポートに関
して Cisco NX-OSリリース 6.2(2)への ISSUを行った後、F1シリーズコアポートでのリモー
トMACアドレスラーニングをディセーブルにできます。「リモートMAC学習モードの設
定（任意）」のセクションを参照してください。

Cisco NX-OSリリース 6.2(2)以降、ゲートウェイポートチャネル (GPC)を指すMシリーズモ
ジュールでMACアドレスラーニングが行われます。これは、F1シリーズモジュールを伴うM
シリーズモジュール、および F2Eシリーズモジュールを伴うMシリーズモジュールの両方で発
生します。

CiscoNX-OSリリース6.2(2)以降：Mシリーズモジュールでスイッチ仮想インターフェイス（SVI）
を使ってルーティングするとき、F2eがレイヤ 2専用モードで動作している場合には、Mシリー
ズモジュールの大きなMACアドレステーブルで、FabricPathネットワーク内の最大 128,000個の
ホストを指定できます。

Nexus 7000シリーズデバイス用の Cisco Release 5.2(1)以降では、Mシリーズモジュールがシャー
シ内に存在する場合の、Fシリーズ FabricPath対応モジュールのMACラーニングが変更されてい
ます。この設定で、FabricPathスイッチは、ローカルに学習したすべてのMACアドレス項目をコ
アポートにコピーします。これは、FシリーズとMシリーズの両方のモジュールを含むシャーシ
でのデフォルト学習モードです。

また、同じCiscoNexus 7000シリーズシャーシ内にMシリーズモジュールと Fシリーズモジュー
ルが存在する場合、FシリーズモジュールのFabricPathインターフェイスは、Mシリーズモジュー
ルからそのポートを通過するMACアドレスも学習します。FabricPathインターフェイスは、混合
シャーシにあるMシリーズモジュールでのMACアドレスのプロキシ学習を行います。

Mシリーズモジュールは FabricPathをイネーブルにできないため、同じ Cisco Nexus 7000シリー
ズシャーシ内に共存する FabricPath対応インターフェイスは、Mシリーズインターフェイスから
FabricPath対応 Fシリーズインターフェイスを通過するパケットのMACアドレスを学習する必要
があります。FabricPathインターフェイスは、混合シャーシにあるMシリーズモジュールでの
MACアドレスのプロキシ学習を行います。

F1シリーズモジュールとMシリーズモジュールの間の相互作用について、詳しくは『CiscoNexus
7000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』および『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Multicast Routing Configuration Guide』を参照してください。
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ハイアベイラビリティ

FabricPathトポロジは、In-Service Software Upgrade（ISSU）を介して設定を保持します。

高可用性の詳細については、『CiscoNexus 7000 Series NX-OSHighAvailability andRedundancyGuide』
を参照してください。

仮想デバイスコンテキスト

スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に FabricPathフィーチャセットをインストールする
必要があります。FabricPathフィーチャセットのインストールの詳細については、『Configuring
Feature Set for FabricPath』を参照してください。

Fシリーズモジュールには複数の FEが存在するため、次のポートペアを同じVDCに割り当てる
必要があります。

•ポート 1とポート 2

•ポート 3とポート 4

•ポート 5とポート 6

•ポート 7とポート 8

•ポート 9とポート 10

•ポート 11とポート 12

•ポート 13とポート 14

•ポート 15とポート 16

•ポート 17とポート 18

•ポート 19とポート 20

•ポート 21とポート 22

•ポート 23とポート 24

•ポート 25とポート 26

•ポート 27とポート 28

•ポート 29とポート 30

•ポート 31とポート 32

VDCの詳細については、『Virtual Device Context Configuration Guide, Cisco DCNM for LAN』を参照
してください。
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FabricPath のライセンス要件
FabricPathには、拡張レイヤ 2パッケージのライセンスが必要です。Cisco NX-OSライセンス方式
の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参
照してください。

FabricPath の前提条件
FabricPathフォワーディングには、次の前提条件があります。

•クラシカルイーサネットのレイヤ 2機能の使用経験がある。

•スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に、FabricPathフィーチャセットをデフォルト
およびデフォルト以外のVDCにインストールしている。FabricPathフィーチャセットのイン
ストールとイネーブル化の詳細については、『Configuring Feature Set for FabricPath』を参照
してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。

•デバイスにログインしている。

•拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

•現在の仮想デバイスコンテキスト（VDC）が正しい。VDCは、一連のシステムリソースを
論理的に表現する用語です。switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

• Fシリーズモジュールで作業している。

FabricPath スイッチングに関する注意事項と制限事項

FabricPathスイッチングには、設定に関して次の注意事項および制限事項があります。

• FabricPathインターフェイスは、FabricPathでカプセル化されたトラフィックだけを伝送しま
す。

•コマンドを表示したり、コマンドにアクセスしたりするには、各デバイスで FabricPathをイ
ネーブルにします。各デバイスで FabricPathをイネーブルにするには、feature-set fabricpath
コマンドを入力します。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細
については、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。
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• STPは、FabricPathネットワーク内では動作しません。

• Fシリーズモジュールは、複数の SPAN宛先ポートや仮想 SPANをサポートしません。Fシ
リーズモジュールのポートが VDC内にあり、その VDCに複数の SPAN宛先ポートが存在
する場合、その SPANセッションは機能しません。

• FabricPathの実行中は、プライベート VLAN設定に次の注意事項が適用されます。

◦プライベート VLAN内のすべての VLANは同じ VLANモード（CEまたは FabricPath）
である必要があります。タイプの異なる VLANをプライベート VLANに追加しようと
しても、それらの VLANはプライベート VLANでアクティブになりません。その設定
はシステムに記憶されるので、後で VLANモードを変更したときに、その VLANは指
定のプライベート VLANでアクティブになります。

◦ FabricPathポートは、プライベート VLANに追加できません。

•システムは、階層型のスタティックMACアドレスをサポートしません。つまり、スタティッ
クな FabricPath ODAおよび OSAは設定できません。設定できるのは、CEのスタティック
MACアドレスだけです。

• Fシリーズモジュールでは、VLAN内にポートを持つすべての転送エンジン（FE）にユーザ
設定のスタティックMACアドレスがプログラムされます。

• FabricPathネットワークでは、最大 128個のスイッチ IDがサポートされます。

• FabricPathは、同じ VDCにある VTPをサポートしません。VDCで FabricPathフィーチャ
セットがイネーブルになっている場合、VTPをディセーブルにする必要があります。

• F1シリーズモジュール上で、あるポートを FabricPath（FP）コアポートとして設定し、ク
ラシカルイーサネット（CE）ポートが同じフォワーディングエンジン（FE）インスタンス
上に存在する場合は、CEポートのMACアドレスラーニング動作が影響を受け、ユニキャ
ストフラッディングを引き起こす可能性があります。そのため、別々の ASICインスタンス
上で CEポートと FPポートを分離することをお勧めします。

FabricPath スイッチングのデフォルト設定
表 2：デフォルト FabricPath パラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルFabricPath

• FP VLAN：会話型学習のみ

• CEVLAN：従来型（非対話型）の学習。F
シリーズモジュールで会話型学習に設定

することができます。

MAC address learning mode
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デフォルトパラメータ

10秒allocate-delay timer

10秒linkup-delay timer

10秒transition-delay timer

イネーブルlinkup-delay

イネーブルgraceful merge

FabricPath スイッチングの設定
各デバイスで FabricPathスイッチングをイネーブルにすると、カプセル化、デフォルト IS-IS、お
よび学習が自動的に実行されます。

スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に FabricPathフィーチャセットをインストールす
る必要があります。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細につい
ては、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

（注）

デフォルト値を使用する代わりに、次のFabricPath機能を手動で任意に設定することもできます。

•クラシカルイーサネット（CE）VLANに関するMAC学習モード：

◦会話型学習は、FabricPath（FP）VLANで使用できる唯一のMAC学習モードです。

•競合解決その他のチューニングのためにシステムで使用されるさまざまな値：

◦ FabricPathネットワーク内でグローバルに使用されるデバイスのスイッチ ID

◦タイマー

◦ FabricPathネットワークのグレースフルマージ。（デフォルトでは、イネーブルです。
この機能がディセーブルの場合、トラフィックがドロップされる場合があります）

◦ 1回限りのリンクの強制起動

デバイス上の VDC での FabricPath フィーチャセットのイネーブル化
機能の設定に使用するコマンドにアクセスするには、その前に FabricPathフィーチャセットをイ
ネーブルにしておく必要があります。
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デフォルトの VDCと、FabricPathを実行している他の VDCで別個に FabricPathフィーチャ
セットをイネーブルにします。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の
詳細については、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

（注）

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure
terminal

ステップ 1   

VDCで FabricPathフィーチャセットをイネーブルにし
ます。

switch(config)# feature-set
fabricpath

ステップ 2   

スイッチでFabricPathをイネーブルにする前に
FabricPathフィーチャセットをインストールす
る必要があります。FabricPathフィーチャセッ
トのインストールとイネーブル化の詳細につ

いては、『Configuring Feature-Set for
FabricPath』を参照してください。また、デ
フォルトの VDCと、FabricPathを実行してい
る他のすべてのVDCで別個にFabricPathフィー
チャセットをイネーブルにする必要がありま

す。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

デバイスでイネーブルになっているフィーチャセット

を表示します。

switch# show feature-setステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、VDCで FabricPath機能をイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
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switch(config)# feature-set fabricpath
switch(config)#

VDC での FabricPath フィーチャセットのディセーブル化

FabricPath機能をディセーブルにすると、デバイスではすべての FabricPath設定がクリアされ
ます。

（注）

FabricPath機能をディセーブルにすると、FabricPathの設定に必要ないずれの CLIコマンドも表示
されなくなります。フィーチャセットをディセーブルにすると、システムによってすべての

FabricPath設定が削除されます。

FabricPath設定が大きい（サイズが数メガバイトである）場合、FabricPath機能のディセーブル
化が完了するまでに時間がかかることがあります。

（注）

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VDCで FabricPath機能をディセーブルにしま
す。

switch(config)# no feature-set
fabricpath

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

デバイスでイネーブルになっているフィーチャ

セットを表示します。

switch# show feature-setステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPath機能をディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
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switch(config)# no feature-set fabricpath
switch(config)#

CE VLAN に関する MAC 学習モードの設定（任意）
CEVLANでは、デフォルトで従来型学習モードが使用されます。ただし、Fシリーズモジュール
では、会話型MACアドレスラーニングを使用するように CE VLANを設定できます。

従来型MACアドレスラーニングを使用するよう FP VLANを設定することはできません。こ
れらの VLANでは会話型学習だけが使用されます。

（注）

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

CE VLANで作業していることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

Fシリーズモジュールで指定した CE VLANに会
話型MAC学習を設定します。従来型（会話型学

switch(config)#mac
address-table learning-mode
conversational vlanvlan-id

ステップ 2   

習以外の）MAC学習モードに戻すには、このコマ
ンドの no形式を入力します。CE VLANのデフォ
ルトのMAC学習モードは従来型です。

FP VLANを従来型MACアドレスラー
ニングモードに設定できません。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

VLANおよびMAC学習モードを表示します。
switch# showmac address-table
learning-mode {vlanvlan-id}

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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次に、Fシリーズモジュールで指定した CE VLANに、会話型MACアドレスラーニングを設定
する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# mac address-table learning-mode conversational vlan 1-10
switch(config)#

リモート MAC 学習モードの設定（任意）
デフォルトでは、MACアドレスラーニングモードはイネーブルになっています。Mシリーズモ
ジュールと F2eシリーズモジュール（M-F2e）、またはMシリーズモジュールと F1シリーズモ
ジュール（M-F1）を含む混合シャーシ用のリモートMACアドレスラーニングをディセーブルま
たはイネーブルにすることができます。

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

リモートMACアドレスラーニングモードをイネー
ブルにします。リモートMACアドレスラーニング

switch(config)# [no] mac
address-table fabricpath
remote-learning

ステップ 2   

モードをディセーブルにするには、このコマンドの

no形式を入力します。

モジュールまたはポートグループ内のす

べてのアクティブポートまたは使用中の

ポートがコアポートであることを確認し

てください。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

レイヤ2機能マネージャの詳細情報を表示します。
switch# show system internal
l2fm info detail

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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この例は、MACアドレスラーニングモードをイネーブルにする方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# mac address-table fabricpath remote-learning

この例は、MACアドレスラーニングモードをディセーブルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# no mac address-table fabricpath remote-learning

コアポート用の MAC 学習モードの設定（任意）
デフォルトでは、MACアドレスラーニングモードはイネーブルになっています。F2モジュール
でMACアドレスラーニングをディセーブルまたはイネーブルにすることができます。また、M
シリーズモジュールと F2eシリーズモジュールを含む混合シャーシのMACアドレスラーニング
をディセーブル/イネーブルにすることもできます。コマンドは、デフォルトまたは管理用のVDC
でのみ使用可能です。

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

デフォルト VDCで作業していることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定されたモジュール内のコアポートのMAC
アドレスラーニングモードをイネーブルにし

switch(config)# [no] hardware
fabricpath
mac-learningmodulemodule_number
{port-groupport_group}

ステップ 2   

ます。MACアドレスラーニングモードをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式
を入力します。

モジュール内およびポートグループ

内のすべてのアクティブポートまた

は使用中のポートがコアポートであ

ることを確認してください。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

モジュールのハードウェアMAC学習モードを
表示します。

switch# show hardware fabricpath
mac-learning modulemodule

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

レイヤ2機能マネージャの詳細情報を表示しま
す。

switch# show system internal l2fm
info detail

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

この例は、指定したモジュール上の特定のポートグループに関するMAC学習モードをイネーブ
ルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# hardware fabricpath mac-learning module 4 port-group 1-4

この例は、指定したモジュールでのMAC学習モードをディセーブルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# no hardware fabricpath mac-learning module 4

スイッチ ID の設定（任意）

スイッチ IDの変更時にトラフィックが失われることはありません。（注）

デフォルトでは、デバイスで FabricPathをイネーブルにした後、FabricPathによって各 FabricPath
デバイスに固有のスイッチ IDが割り当てられます。ただし、スイッチ IDを手動で設定すること
もできます。

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、これらの設定を行う必要があります。（注）

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ IDを指定します。指定できる範囲は
1～ 4094です。デフォルト値はありません。

switch(config)# fabricpath
switch-idvalue

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

スイッチ IDに関する情報を表示します。
switch# show fabricpath
switch-id

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPathスイッチ IDが 25になるようにデバイスを手動で設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath switch-id 25
switch(config)#

FabricPath タイマーの設定（任意）

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、これらの設定を行う必要があります。（注）

次の FabricPathタイマーを変更できます。

• allocate-delay

• linkup-delay

• linkup-delay always

• transition-delay

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

FabricPathタイマー値を指定します。各タイマーに有効
な範囲は 1～ 1200秒です。デフォルト値は次のとおり
です。

switch(config)# fabricpath
timers
{allocate-delayseconds |
linkup-delayseconds |

ステップ 2   

• allocate-delay：10秒linkup-delay always |
transition-delayseconds}

• linkup-delay：10秒

ベストプラクティスとして、ネットワーク内で静的

に（直接または間接的に）設定されるノードを導入

したり追加したりする前には、linkup-delayタイマー
値として少なくとも 60秒を使用してください。こ
の設定値により、スイッチ ID間の競合が原因で生
じる可能性のある間違ったトラフィック転送を防ぐ

ことができます。

• linkup-delay always

ベストプラクティスとして、リンク起動を高速化す

るために定常状態で linkup-delay alwaysキーワード
を使用しないでください。この設定を使用する目的

は、既知のネットワークへの冗長パスを提供するモ

ジュールをリロードした後のトラフィック損失を減

らすためです。

• transition-delay：10秒

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

FabricPathタイマーに関する情報を表示します。
switch# show fabricpath
timers

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、allocation-delay FabricPath値を 600秒に設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath timers allocate-delay 600
switch(config)#
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FabricPath linkup-delay のディセーブル化（任意）

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、この設定を行う必要があります。（注）

静的に設定されたスイッチ IDが存在する既知のネットワークでは、linkup-delay機能をディセー
ブルにしてリンク起動を高速化することができます。このようなネットワークではスイッチ IDの
競合が発生しないことが明らかであるため、競合検出用にリンクを一時停止する必要がありませ

ん。

動的に追加される（または不明な）スイッチ IDを含むネットワークでは、linkup-delay機能を
ディセーブルにしないことを強くお勧めします。

（注）

•

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

競合解決用のポート一時停止プロトコルをイネーブル/
ディセーブルにします。デフォルトでは、イネーブル

です。

switch(config)# [no]
fabricpath linkup-delay

ステップ 2   

タイマー値は、linkup-delayがイネーブル化された場合
にのみ有効になります。

linkup-delay機能をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

不明な（または動的に派生する）スイッチ

IDを含むネットワークでは linkup-delay機能
をディセーブルにしないでください。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

switch(config)# exitステップ 3   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

（任意）

FabricPathタイマーに関する情報を表示します。
switch# show fabricpath
timers

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPathで linkup-delayを再びイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath linkup-delay
switch(config)#

FabricPath グレースフルマージのディセーブル化（任意）

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、この設定を行う必要があります。（注）

デフォルトでグレースフルマージはイネーブルになっていますが、このFabricPath機能をディセー
ブルにすることができます。

この機能をディセーブルにした場合、トラフィックがドロップされる可能性があります。（注）

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

FabricPath機能のグレースフルマージをディセー
ブル化します。この機能を再びイネーブルにす

るには、このコマンドのno形式を入力します。

switch(config)# [no] fabricpath
graceful-merge disable

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

スイッチで実行中の設定に関する情報を表示し

ます。

switch# show running-configステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPath機能のグレースフルマージをディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath graceful-merge disable
switch(config)#

ユニキャストおよびマルチキャストパケット用の TTL 設定（任意）
デフォルトでは、FabricPathによってユニキャストおよびマルチキャストトラフィックの存続時
間（TTL）値が割り当てられます。ただし、この値を上書きできます。

TTLは、パケットがエッジポートに入ったときに適用されます。パケットのTTL値は、パケッ
トがコアポートを通過するときにのみ減算されます。

（注）

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VDC内のユニキャストトラフィックのTTL値を
設定します。有効な範囲は 1～ 64です。デフォ
ルト値は 32です。

switch(config)# [no] fabricpath
ttl unicastnumhops

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VDC内のマルチキャストトラフィックのTTL値
を設定します。有効な範囲は1～64です。デフォ
ルト値は 32です。

switch(config)# [no] fabricpath
ttl multicastnumhops

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

ユニキャストおよびマルチキャストトラフィッ

クに関する現在の TTL設定を表示します。

switch# show fabricpath ttlステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、マルチキャストおよびユニキャストトラフィックの TTL値を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath ttl unicast 20
switch(config)# fabricpath ttl multicast 10
switch(config)# exit
switch#

リンクの強制起動（任意）

fabricpath force link-bringupコマンドの使用は推奨されません。（注）

スイッチ IDの競合やその他のネットワーク内の問題により、FabricPathネットワークリンクが起
動しない場合、ワンタイムイベントとして強制的にそのリンクを接続することができます。

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、この設定を行う必要があります。（注）

この設定は、copy running-config startup-configコマンドの入力時に保存されません。（注）

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

FabricPathネットワークリンクをワンタイムイベン
トとして強制的に起動します。

switch# fabricpath force
link-bringup

ステップ 1   

このコマンドは、copy running-config
startup-configコマンドの入力時に保存され
ません。

（注）

次に、FabricPathネットワークリンクを強制的に 1回起動する方法を示します。

switch# fabricpath force link-bringup
switch#

FabricPath スイッチングの確認
FabricPathスイッチング情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

FabricPathがイネーブルかどうかを表示します。show feature-set

VLANおよびMACアドレスラーニングモード
を表示します。

MAC学習モードは、Fシリーズモ
ジュールだけで使用できます。

（注）

show mac address-table
learning-mode{vlanvlan-id}

FabricPathネットワーク内の競合に関する情報
を表示します。

show fabricpath conflict {all [detail] | link [detail]
| switch-id [detail] | transitions [detail]}

FabricPathネットワークに関する情報をスイッ
チ ID別に表示します。

show fabricpath switch-id [local]

FabricPathネットワークに関する情報をシステ
ム ID別に表示します。

show fabricpath system-id {mac-addr}

FabricPathネットワークの allocate-delay、
linkup-delay、および transition-delayタイマーの
設定を表示します。

show fabricpath timers

FabricPathスイッチング機能を表示する他のコマンドについては、「高度な FabricPath機能」を参
照してください。
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FabricPath スイッチング統計情報のモニタリングとクリ
ア

FabricPathスイッチング統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

• clear counters [interface]

• load-interval {intervalseconds {1 | 2 | 3}}

• show interface counters [modulemodule]

• show interface counters detailed [all]

• show interface counters errors [modulemodule]

これらのコマンドの詳細については、『CiscoNexus 7000 SeriesNX-OS InterfacesCommandReference』
を参照してください。

FabricPath スイッチングの設定例
フィーチャセットをインストールした後（FabricPathフィーチャセットのインストールとイネー
ブル化の詳細については「Configuring Feature-Set for FabricPath」を参照）、使用しているすべて
の VDCで FabricPath機能をイネーブルにする必要があります。

FabricPathを実行するには、Cisco Nexus 7000シリーズシャーシに Fシリーズモジュールを取
り付け済みである必要があります。

（注）

FabricPathスイッチングを設定するには、次の手順に従います。

ステップ 1：すべてのデバイスで FabricPathをイネーブルにします。

switch# configure terminal
switch(config)# feature-set fabricpath
switch(config)#

ステップ 2（任意）：MACアドレスのラーニングモードを設定します。

switch(config)# mac address learning-mode conversational vlan 1-10
switch(config)# show mac address-table learning-mode
switch(config)# exit

ステップ 3（任意）：手動で FabricPathデバイスのスイッチ IDを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath switch-id 25
switch(config)#

ステップ 4：設定を保存します。

switch(config)# save running-config startup-config
switch(config)#

   Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
40 OL-22842-03-J  

FabricPath スイッチングの設定
FabricPath スイッチング統計情報のモニタリングとクリア



FabricPath スイッチング設定の機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 3：FabricPath スイッチングの機能履歴

機能情報リリース機能名

linkup-delay機能をディセーブルにする
ことができます。

6.2(8)linkup-delay

MACアドレスラーニングをディセーブ
ルにすることができます。

6.2(2)プロキシレイヤ 2ラーニ
ング

FabricPathネットワークで最大 128,000
個のホストに対応するために、Mシリー
ズモジュールのMACアドレステーブル
を活用する機能が追加されました。

6.2(2)MACプロキシ

linkup-delay alwaysオプションが追加さ
れました。

6.2(2)FabricPathタイマー

この機能が導入されました。6.2(2)ユニキャストおよびマルチ

キャストパケット用の
TTL

この機能が導入されました。6.1(1)コアポートラーニング

この機能が導入されました。5.2(1)FシリーズとMシリーズ
モジュールの両方を含む

シャーシの新しいデフォル

トのMACアドレスラーニ
ングモード

これらの機能が導入されました。5.1(1)FabricPath
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第 4 章

FabricPath インターフェイスの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上の FabricPath（FP）インターフェイスの設定方法について
説明します。

• 機能情報の確認, 43 ページ

• FabricPathインターフェイスについて, 44 ページ

• FabricPathのライセンス要件, 52 ページ

• FabricPathの前提条件, 52 ページ

• FabricPathインターフェイスに関する注意事項と制限事項, 52 ページ

• FabricPathインターフェイスの設定, 54 ページ

• FabricPathインターフェイス設定の確認, 66 ページ

• FabricPathインターフェイス統計情報のモニタリング, 67 ページ

• FabricPathインターフェイスの設定例, 68 ページ

• FabricPathインターフェイス設定の機能履歴, 69 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス

トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。
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FabricPath インターフェイスについて

FabricPathを実行するには、Cisco Nexus 7000シリーズデバイスに Fシリーズモジュールを取
り付けている必要があります。

（注）

FabricPath インターフェイス
使用しているデバイスで FabricPathをイネーブルにすると、イーサネットインターフェイスまた
はポートチャネルインターフェイスを FabricPathインターフェイスとして設定できます。ポート
チャネルの 1つのメンバが FabricPathモードである場合、その他のメンバもすべて FabricPathモー
ドになります。インターフェイスをFabricPathインターフェイスとして設定すると、そのインター
フェイスは自動的にトランクポートになり、複数のVLANのトラフィックを伝送できるようにな
ります。また、Fシリーズモジュールのすべてのポートを同時に FabricPathインターフェイスと
して設定することもできます。

次のように、インターフェイスモードよって異なるタイプのVLANのトラフィックが伝送されま
す。

• FabricPathインターフェイスとして設定された Fシリーズモジュール上のインターフェイス
は、FP VLAN用のトラフィックのみを伝送できます。

• FabricPathインターフェイスとして設定されていない Fシリーズモジュールのインターフェ
イスが伝送するトラフィック：

◦ FP VLAN

◦クラシカルイーサネット（CE）VLAN

• Mシリーズモジュール上のインターフェイスは、CE VLANのトラフィックのみを伝送しま
す。

FPおよび CE VLANについては「FabricPathフォワーディングの設定」を参照してください。（注）

FabricPathインターフェイスは、FabricPathネットワーク内の他の FabricPathインターフェイスだ
けに接続します。これらの FabricPathポートは、FabricPathヘッダーの情報とレイヤ 2 Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）に対してのみ動作し、STPは実行しません。これらのポー
トは、FP VLANだけを認識し、CE VLANは認識しません。デフォルトでは、トランクポートで
すべてのVLANが許可されるので、FabricPathインターフェイスはすべてのFPVLANのトラフィッ
クを伝送します。
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FabricPathインターフェイスを共有インターフェイスとして設定することはできません。共有
インターフェイスについては、『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and
Cisco MDS 9500』を参照してください。

（注）

STP および FabricPath ネットワーク

CEとFabricPathネットワークの間のエッジにあるレイヤ2ゲートウェイスイッチは、FabricPath
ネットワークに接続されるすべての STPドメインのルートである必要があります。

（注）

スパニングツリープロトコル（STP）ドメインは、FabricPathネットワークの中には入りません
（下の図を参照）。

図 5：FabricPath ネットワークボーダーで終了する STP 境界

FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイスでは、接続先 STPドメイン内のすべてのデバイスの中
でそのデバイスの STPプライオリティが最も低くなるように設定する必要があります。また、1
つの FabricPathネットワークに接続されるすべての FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイスが
同じプライオリティを持つように設定する必要もあります。予約されたMACアドレスのプール
からレイヤ 2ゲートウェイデバイスのブリッジ IDが割り当てられます。
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CE/FabricPathハイブリッドネットワーク対応のループフリートポロジを実現するために、FabricPath
ネットワークは接続されているすべての CEデバイスへの 1つのブリッジとして自動的に表示さ
れます。

すべての FabricPathレイヤ 2ゲートウェイスイッチの STPプライオリティ値を十分に低く設
定することにより、それらのスイッチが、接続されるすべての STPドメインのルートになる
ようにする必要があります。

（注）

STPを FabricPathネットワークとシームレスに連携させるために、FabricPathレイヤ 2ゲートウェ
イスイッチの STPプライオリティ以外の設定を行う必要はありません。接続されている CEデバ
イスだけで、1つの STPドメインが形成されます。相互接続していない CEデバイスは、別個の
STPドメインを形成します（上の図を参照）。

すべての CEインターフェイスは指定ポートである必要があります。これらのポートは自動的に
設定されるか、アクティブな STPトポロジからプルーニングされます。ポートがプルーニングさ
れると、syslogメッセージが返されます。ポートが優位BPDUを受信しなくなった場合のみ、ポー
トは再びクリアされます。

また、FabricPathレイヤ 2ゲートウェイスイッチは、そのすべてのCEインターフェイスにトポロ
ジ変更通知（TCN）を伝播します。

FabricPathレイヤ 2ゲートウェイスイッチは STPを終了します。STPにより接続された FabricPath
レイヤ 2ゲートウェイスイッチは STPドメインを形成します。1つの FabricPathネットワークに
多数の FabricPathレイヤ 2ゲートウェイスイッチが接続される場合があるため、別個の STPドメ
インが多数存在する可能性があります（上の図を参照）。別個の STPドメイン内のデバイスは、
それが属するドメインについての TCN情報だけを知る必要があります。同一の FabricPathネット
ワークに接続されている異なる STPドメインごとに一意の STPドメイン IDを設定できます。レ
イヤ 2 Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）メッセージは、FabricPathネットワークで
TCNを伝送します。TCNメッセージと同じ STPドメインの FabricPathレイヤ 2ゲートウェイス
イッチだけが動作し、接続されている CEデバイスにメッセージを伝播する必要があります。

FabricPathレイヤ 2ゲートウェイスイッチは、それが属する STPドメインの TCNを受信すると、
次の処理を行います。

•その STPドメインのすべてのリモートMACアドレスと、指定ポート上のMACアドレスを
消去します。

•指定された STPドメイン内のその他のデバイスに TCNを伝播します。

別個の STPドメインにあるデバイスは TCN情報を受け取る必要があり、その後、TCN情報を生
成したSTPドメインから到達可能なすべてのリモートMACアドレスを消去する必要があります。

vPC+
Virtual Port Channel+（vPC+）ドメインは、クラシカルイーサネット（CE）vPCドメインと Cisco
FabricPathクラウドの相互運用を可能にします。また vPC+は、FabricPathの First Hop Routing
Protocol（FHRP）アクティブ-アクティブ機能をレイヤ 3境界に提供します。
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（注） • vPC+は、CEだけを実行する仮想ポートチャネル（vPC）の拡張機能です（『CiscoNexus
7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』の中の vPCの設定に関する章を参照して
ください）。同じ VDCには、vPC+ドメインと vPCドメインを設定できません。

• 7.2(0)D1(0.444S4)を実行している vPC+システムでは、vPC+がデュアル DRをサポート
していないため、2台の vPC+ピア間のmroute（ローカルとリモートの両方）が同期しま
せん。

vPC+ドメインは、FabricPathデバイスがイネーブルの Cisco Nexus 7000シリーズが 1つの vPC+
を形成し、FabricPathネットワークのその他のデバイスに接続する固有の仮想スイッチとなること
を可能にします。ピアが互いに識別して vPC+を形成できるように、各デバイスで同じドメイン
を設定してください。各 vPC+は、独自の仮想スイッチ IDを持ちます。

vPC+を使用する場合には、vPCピアスイッチ機能をイネーブルにする必要はありません。すべ
てのFabricPathエッジスイッチは、CEエッジポートでBPDUを送信するときに共通の予約ブリッ
ジ ID（BID c84c.75fa.6000）を使用します。

FabricPathネットワークでMACアドレスとスイッチ IDの間の 1対 1マッピングだけが許可され
ている場合でも、vPC+はデュアルホーム接続された CEデバイスまたはクラウド用にアクティブ
-アクティブレイヤ 2パスを提供する必要があります。vPC+は FabricPathネットワークへの一意
の仮想スイッチを構築します（下の図を参照）。

図 6：vPC/vPC+

仮想スイッチの FabricPathスイッチ IDは、FabricPathカプセル化ヘッダー内の外側の送信元MAC
アドレス（OSA）となります。各 vPC+ドメインには、独自の仮想スイッチ IDが必要です。
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レイヤ 2のマルチパスは、1つの仮想スイッチのエミュレートによって実現します。ホスト Aか
らホスト Bに転送されるパケットには、送信元として仮想スイッチのMACアドレスのタグが付
けられ、ホスト Bからホスト Aへのトラフィックに対してロードバランスが行われます。

vPC+ピアリンク内のすべてのインターフェイスと、すべてのダウンストリーム vPC+リンクが、
FabricPathがイネーブルである Fシリーズモジュールに設定されている必要があります。vPC+ダ
ウンストリームリンクは、CEホストに接続するFabricPathエッジインターフェイスになります。

vPC+仮想スイッチ IDを使用して、FabricPathの外側の送信元アドレス（OSA）がFabricPath vPC+
ピアデバイスに割り当てられます（FabricPathカプセル化については「FabricPathスイッチングの
設定」を参照してください）。ピアリンクを形成できるように、2つの vPC+ピアデバイスのそ
れぞれに同じスイッチ IDを割り当てる必要があります。

F1シリーズモジュールには、レイヤ2インターフェイスだけが存在します。vPC+を伴うルーティ
ングを使用するには、同じ Cisco Nexus 7000シリーズシャーシにMシリーズモジュールを挿入
しておく必要があります。その後、システムは、シャーシのN7K-F132-15モジュールとMシリー
ズモジュールの両方を使用してプロキシルーティングを実行します（F1シリーズモジュールに
よるプロキシルーティングについては、『CiscoNexus 7000SeriesNX-OSUnicastRoutingConfiguration
Guide』を参照）。

First Hop Routing Protocol（FHRP）および Hot Standby Routing Protocol（HSRP）は、vPC+と相互
運用できます。すべてのレイヤ 3デバイスを両方の vPC+ピアデバイスにデュアル接続してくだ
さい。

両方のデバイスから同じ VLANに関する VLANネットワークインターフェイスを設定するこ
とにより、各 vPC+ピアデバイスからのレイヤ 3接続をイネーブルにする必要があります

（注）

セカンダリ vPC+デバイスもまたデータトラフィックを転送する場合でも、プライマリ FHRPデ
バイスが ARP要求に応答します。プライマリおよびセカンダリの両方の vPC+デバイスがトラ
フィックを転送しますが、ARP要求に応答するのはプライマリ FHRPデバイスだけです。

FHRPアクティブルータの最高プライオリティを使ってプライマリ vPC+ピアデバイスを設定し
ておくと、初期の設定確認と vPC+/HSRPのトラブルシューティングを簡単に行うことができま
す。

さらに、if-hsrpコンフィギュレーションモードで priorityコマンドを使用すると、vPC+ピアでイ
ネーブル化されたグループステートがスタンバイまたはリッスンステートである場合のフェール

オーバーしきい値を設定できます。インターフェイスフラップが存在する場合、グループステー

トフラップを防止するために、下限しきい値および上限しきい値を設定することができます（こ

の機能は、グループごとに複数のトラッキングオブジェクトが存在する場合に役立ちます）。

プライマリvPC+ピアデバイスに障害が発生した場合は、セカンダリ+vPCピアデバイスにフェー
ルオーバーされ、FHRPトラフィックはシームレスに流れ続けます。

この目的で VLANネットワークインターフェイスを使用するよりも、vPC+ピアデバイスからの
ルーティング用のレイヤ 3リンクを別個に設定してください。

vPC+環境でホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）用の焼き付けMACアドレスオプショ
ン（use-bia）を設定したり、FHRPプロトコル用の仮想MACアドレスを手動で設定したりするこ
とは推奨されません。これらの設定は、vPC+ロードバランシングに悪影響を与える可能性があ
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るためです。HSRP use-biaは vPC+ではサポートされません。カスタムMACアドレスを設定する
際には、両方の vPC+ピアデバイスで同じMACアドレスを設定する必要があります。

ピアの隣接が形成され、VLANインターフェイスがバックアップされるまで、vPC+の回復を遅ら
せるようにリストアタイマーを設定できます。この機能により、vPC+が再びトラフィックの受
け渡しをし始める前にルーティングテーブルがコンバージできなかった場合のパケットのドロッ

プを回避できます。

この機能を設定するには、delay restoreコマンドを使用します。

データセンターの停止が発生し、vPC+が正常に起動する前にHSRPをイネーブルにした場合、
トラフィック損失が発生する可能性があります。HSRP遅延をイネーブルにして、vPCが安定
する時間を設ける必要があります。HSRP遅延とプリエンプション遅延の両方をイネーブルに
すると、Cisco Nexus 7000シリーズデバイスは、両方のタイマーが期限切れになった場合にの
みレイヤ 2スイッチングを許可します。

この遅延オプションは、HSRPだけで使用できます。その他の FHRPを使用した場合にも、ト
ラフィックロスは起こり得ます。

（注）

FHRPとルーティングの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guide』を参照してください。

エニーキャスト HSRP
リリース 6.2(2)以降、Cisco NX-OSの拡張性が強化されて、スパインレイヤで 3つ以上のノード
がサポートされるようになりました。エニーキャストバンドル（一連の VLANと 1つのエニー
キャストスイッチ IDとの関連付け）を作成することができます。エニーキャストスイッチ ID
は、2つ以上のゲートウェイで共有される点を除いてエミュレートスイッチ IDと同じです。VLAN
または HSRPグループのセットは、アクティブなルータおよびスタンバイルータを選択します。
グループの残りのルータはリッスン状態にあります。

アクティブなHSRPルータは、FabricPath IS-ISの送信元スイッチ IDとしてエニーキャストスイッ
チ IDをアドバタイズします。リーフスイッチは、エニーキャストスイッチ IDがグループ内のす
べてのルータから到達可能であることを学習します。

リリース 6.2(2)の場合、Cisco NX-OSは 4つのゲートウェイのみをサポートします。スパインレ
イヤのすべてのファーストホップゲートウェイは、アクティブ-アクティブ転送モードで機能する
必要があります。宛先がゲートウェイMACアドレスとして設定された状態で任意のスパインス
イッチで IPパケットが受信され、これらのパケットが終了されてローカルに転送されます。

Cisco NX-OSリリース 6.2(8)より前では、FabricPathレイヤ 2 IS-ISはオーバーロードビットが
設定された状態でもエニーキャストスイッチ IDをアドバタイズしました。これにより、選択
したノードのコンバージェンスに長い時間がかかりました。Cisco NX-OSリリース 6.2(8)以
降、システムはオーバーロードビットが設定された状態でエニーキャストスイッチ IDをアド
バタイズしません。これにより、コンバージェンス時間が改善されます。

（注）

Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
    OL-22842-03-J 49

FabricPath インターフェイスの設定
エニーキャスト HSRP



指定フォワーダ

リリース 6.0以降の Cisco NX-OSでは、両方の vPCパスが稼働しているときに 2つのピアを部分
的な指定フォワーダとして制御することができます。この制御がイネーブルになっている場合、

各ピアを、（ハードウェアに応じて）RBH/FTAGの分離セットに関するマルチデスティネーショ
ンサウスバウンドパケット用の指定フォワーダにすることができます。指定フォワーダは、vPC
ごとにネゴシエートされます。

この制御は、fabricpathmulticast load-balanceCLIコマンドによってイネーブルになります。この
コマンドは vPCドメインモードの下で設定されます。次に例を示します。

switch(config)# vpc domain 1
switch(config-vpc-domain)# fabricpath multicast load-balance

vPCポートに関して、次の 3つの指定フォワーダ状態があります。

•すべて：ローカルvPCレッグが稼働中で、ビアvPCが未設定または停止中である場合、ロー
カルスイッチはその vPCのすべての RBH/FTAGに関する指定フォワーダです。

•部分的：vPCパスが両方の側で稼働している場合、各ピアは半分の RBHまたは FTagに関す
る指定フォワーダです。後者の場合、vPCポートはそのピアでアクティブ状態の FTagだけ
を許可します。

•なし：ローカル vPCパスが停止中または未設定である場合、ローカルスイッチはこの vPC
パスからマルチデスティネーションパケットを転送しません。

F2シリーズモジュールのみがマルチキャストロードバランシングをサポートします。F1シリー
ズモジュールでは、設定はサポートされますが、ロードバランシングは発生しません。

FEXポートを伴う vPC+を設定するには fabricpath multicast load-balanceコマンドが必要で
す。

（注）

ハイアベイラビリティ

FabricPathトポロジでは、ISSUを介して設定が保持されます。

高可用性の詳細については、『CiscoNexus 7000 Series NX-OSHighAvailability andRedundancyGuide』
を参照してください。

仮想デバイスコンテキスト

スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に FabricPathフィーチャセットをインストールする
必要があります。FabricPathフィーチャセットのインストールについては、『Configuring Feature
Set for FabricPath』を参照してください。
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Fシリーズモジュールには複数の転送エンジン（FE）があるため、以下の表に示すポートペアと
ポートセットが同じ VDCに存在する必要があります。

表 4：F シリーズモジュールのポートペアとポートセット

F2 モジュールのポートセットF1 モジュールのポートペア

ポート 1、2、3、4ポート 1とポート 2

ポート 5、6、7、8ポート 3とポート 4

ポート 9、10、11、12ポート 5とポート 6

ポート 13、14、15、16ポート 7とポート 8

ポート 17、18、19、20ポート 9とポート 10

ポート 21、22、23、24ポート 11とポート 12

ポート 25、26、27、28ポート 13とポート 14

ポート 29、30、31、32ポート 15とポート 16

ポート 33、34、35、36ポート 17とポート 18

ポート 37、38、39、40ポート 19とポート 20

ポート 41、42、43、44ポート 21とポート 22

ポート 45、46、47、48ポート 23とポート 24

ポート 25とポート 26

ポート 27とポート 28

ポート 29とポート 30

ポート 31とポート 32

VDCの詳細については、『Virtual Device Context Configuration Guide, Cisco DCNM for LAN』を参照
してください。
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FabricPath のライセンス要件
FabricPathには、拡張レイヤ 2パッケージのライセンスが必要です。Cisco NX-OSライセンス方式
の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参
照してください。

FabricPath の前提条件
FabricPathフォワーディングには、次の前提条件があります。

•クラシカルイーサネットのレイヤ 2機能の使用経験がある。

•スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に、FabricPathフィーチャセットをデフォルト
およびデフォルト以外のVDCにインストールしている。FabricPathフィーチャセットのイン
ストールとイネーブル化の詳細については、『Configuring Feature Set for FabricPath』を参照
してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。

•デバイスにログインしている。

•拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

•現在の仮想デバイスコンテキスト（VDC）が正しい。VDCは、一連のシステムリソースを
論理的に表現する用語です。switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

• Fシリーズモジュールで作業している。

FabricPath インターフェイスに関する注意事項と制限事
項

FabricPathスイッチングには、設定に関して次の注意事項および制限事項があります。

• FabricPathインターフェイスは、FabricPathでカプセル化されたトラフィックだけを伝送しま
す。

•コマンドを表示したり、コマンドにアクセスしたりするには、各デバイスで FabricPathをイ
ネーブルにします。各デバイスで FabricPathをイネーブルにするには、feature-set fabricpath
コマンドを入力します。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細
については、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

• STPは、FabricPathネットワーク内では動作しません。
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•すべての FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイスの STPプライオリティ値を 8192に設定
してください。

• Fシリーズモジュールは、複数の SPAN宛先ポートや仮想 SPANをサポートしません。Fシ
リーズモジュールのポートが VDC内にあり、その VDCに複数の SPAN宛先ポートが存在
する場合、その SPANセッションは機能しません。

• FabricPathの実行中は、プライベート VLAN設定に次の注意事項が適用されます。

◦プライベート VLAN内のすべての VLANは同じ VLANモード（CEまたは FabricPath）
である必要があります。タイプの異なる VLANをプライベート VLANに追加しようと
しても、それらの VLANはプライベート VLANでアクティブになりません。その設定
はシステムに記憶されるので、後で VLANモードを変更したときに、その VLANは指
定のプライベート VLANでアクティブになります。

◦ FabricPathポートは、プライベート VLANに追加できません。

•システムは、階層型のスタティックMACアドレスをサポートしません。つまり、スタティッ
クな FabricPath ODAおよび OSAは設定できません。設定できるのは、CEのスタティック
MACアドレスだけです。

• Fシリーズモジュールでは、VLAN内にポートを持つすべての転送エンジン（FE）にユーザ
設定のスタティックMACアドレスがプログラムされます。

•仮想ポートチャネル（VPC）ドメインではプルーニングが発生しません。vPCドメインで
は、すべてのスイッチがマルチキャストトラフィックを受け取りますが、ただ 1つのスイッ
チのみがトラフィックを受信者に転送します。

•同一の物理 Cisco Nexus 7000デバイス上の 2つの VDC間の単一 vPC+ドメインはサポートさ
れません。

•マルチデスティネーショントラフィックが vPC+メンバーポート上で転送されるようにする
ためには、少なくとも 1つの FabricPathインターフェイスがデバイス上で稼働中でなければ
なりません。

• no port-channel limitコマンドにより、（vPC+ドメインあたり）244個を超える vPC+ポート
チャネルがサポートされるようになります。

◦ 244個を超える vPC+ポートチャネルは、F2シリーズモジュールがある VDCでのみサ
ポートされます。

◦ no port-channel limitコマンドの前に fabricpathmulticast load-balanceコマンドを入力す
る必要があります。

no port-channel limitコマンドは FEXには適用されません。FEXは 244個を超
える vPC+ポートチャネルをサポートします。

（注）

•エニーキャストHSRPバンドルは、スパインレイヤで 3つ以上のノードをサポートします。
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•エニーキャスト HSRPバンドルは、HSRPバージョン 2でのみサポートされます。

• 32ポート 1/10ギガビットイーサネット F1シリーズモジュールのASICには制限事項がある
ため、FabricPathVLANモードでは、最初のポートが FabricPathエッジポートとして、2番目
のポートが FabricPathコアポートとしてそれぞれ設定されている場合、両方のポートを介し
てそのモジュールから出て行くパケットは間違った外部送信元アドレス（OSA）になりま
す。この問題を回避するには、最初のポートを FabricPathコアポートとして、2番目のポー
トを FabricPathエッジポートとして設定します。

• CiscoNX-OSリリース 6.2(2)以降、仮想 PortChannel+（vPC+）で SSMがサポートされます。

FabricPath インターフェイスの設定

デバイスにFabricPathコマンドを表示するには、シャーシにFシリーズモジュールを設置し、
すべてのデバイスで FabricPathをイネーブルにする必要があります。

（注）

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、これらの設定を行う必要があります。（注）

FabricPath インターフェイスの設定
FabricPathネットワークのインターフェイスは FabricPathインターフェイスとして設定します。

デフォルトでは、N7K-F132XP-15モジュールのすべてのインターフェイスがレイヤ2アクセス
インターフェイスです。

（注）

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch(config)# interface
[ethernetslot/port |
port-channelchannel-no]

ステップ 2   

FabricPathポートとしてインターフェイスを指定
します。

switch(config-if)# [no]
switchport mode fabricpath

ステップ 3   

noキーワードを入力すると、インター
フェイスがデフォルトの CEアクセス
インターフェイスに戻ります。FabricPath
ポートは、FabricPath VLANとして設定
された VLANのトラフィックだけを伝
送します。

（注）

（任意）

FシリーズモジュールのすべてのCEインターフェ
イスを、同時に FabricPathインターフェイスに変
換します。

switch(config-if)# system
default switchport fabricpath

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

switch(config-if)# exitステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config)# exitステップ 6   

（任意）

すべてのインターフェイスに関する情報を表示し

ます。

switch# show interfaceステップ 7   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

次に、指定のインターフェイスを FabricPathインターフェイスとして設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/11-15
switch(config-if)# switchport mode fabricpath
switch(config-if)#

Rapid PVST+ での STP プライオリティの設定
すべてのレイヤ 2ゲートウェイデバイスは、同一の STPドメイン内にある場合、ブリッジプラ
イオリティが同じである必要があります。FabricPathネットワーク上のレイヤ 2ゲートウェイデ
バイスに設定された STPプライオリティが、レイヤ 2ネットワーク内で最も低い値であることを
確認してください。また、プライオリティは一致する必要があります。

Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
    OL-22842-03-J 55

FabricPath インターフェイスの設定
Rapid PVST+ での STP プライオリティの設定



すべての FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイスの STPプライオリティを 8192に設定するこ
とを推奨します。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

すべての FabricPathレイヤ 2ゲートウェイイン
ターフェイス上のすべての Rapid PVST+ VLAN

switch(config)# spanning-tree
vlan [vlan-id] priority [value]

ステップ 2   

に、より低いSTPプライオリティを設定します。
プライオリティを 8192に設定することを推奨し
ます。

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

STPに関する情報を表示します。
switch# show spanning-tree
summary

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

この例は、FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイス上の Rapid PVST+ VLANで STPプライオリ
ティ 8192を設定する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# spanning-tree vlan 11-20 priority 8192
switch(config)#

このコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Command
Reference』を参照してください。

MST での STP プライオリティの設定
すべてのレイヤ 2ゲートウェイデバイスは、同一の STPドメイン内にある場合、ブリッジプラ
イオリティが同じである必要があります。FabricPathネットワーク上のレイヤ 2ゲートウェイデ
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バイスに設定された STPプライオリティが、レイヤ 2ネットワーク内で最も低い値であることを
確認してください。また、プライオリティは一致する必要があります。

すべての FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイスで、すべてのMultiple Spanning-Tree（MST）
インスタンスの STPプライオリティを 8192に設定します。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

すべての FabricPathレイヤ 2ゲートウェイイン
ターフェイスで、すべてのMST VLANに低い

switch(config)# spanning-tree
mst [instance-id] priority [value]

ステップ 2   

STPプライオリティを設定します。プライオリ
ティを 8192に設定することを推奨します。

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意） STPに関する情報を表示します。switch# show spanning-tree
summary

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイス上のMSTインスタンスに STPプライオリティ
8192を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# spanning-tree mst 1-5 priority 8192
switch(config)#

このコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Command
Reference』を参照してください。
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レイヤ 2 ゲートウェイスイッチに接続する STP ドメインに関する STP
ドメイン ID の設定

1つの FabricPathネットワークには多数の FabricPathレイヤ 2ゲートウェイスイッチが接続されて
いる可能性があるので、レイヤ 2ゲートウェイスイッチに別個の STPドメインが多数接続されて
いることもあります。FabricPathネットワーク内で一意の STPドメイン IDを設定できます。これ
により、FabricPathネットワークに接続されるすべての STPドメインに TCNが伝播され、システ
ムが TCNを受信したときにすべてのMACアドレスが確実にフラッシュされるようになります。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

1つの FabricPathネットワークに接続している
FabricPathレイヤ 2ゲートウェイスイッチに接続

switch(config)# spanning-tree
domaindomain-id

ステップ 2   

する STPドメインごとに、STPドメイン IDを割
り当てます。指定できる範囲は 1～ 1023です。

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

STPに関する情報を表示します。
switch# show spanning-tree
summary

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイスに接続する STPドメインの IDを設定する例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# spanning-tree domain 5
switch(config)# exit
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vPC+ スイッチ ID の設定

仮想プライベートチャネル（vPC+）内のすべてのピアリンクとダウンストリームリンクが、
Fシリーズモジュールに設定されている必要があります。

（注）

vPC+スイッチ IDを設定するには、fabricpath switch-idコマンドを使用します。

同じ仮想デバイスコンテキスト（VDC）内で vPC+ドメインと vPCドメインを設定すること
はできません。

（注）

2つの vPC+ドメインで、同一の vPC+ドメイン IDおよび対応するエミュレートスイッチ ID
を設定してはなりません。vPC+のドメイン IDと同一のエミュレートスイッチ IDが設定され
ている場合には、ネットワーク内の他のスイッチでその同じ IDの対を設定することはできま
せん。

（注）

vPCの設定の詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を
参照してください。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

正しい VDCを使用していることを確認します（または switchto vdcコマンドを使用します）。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

デバイス上に vPC+ドメインを作成し、設定目的で
vpc-domainコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

switch(config)# vpc
domaindomain-id

ステップ 2   

vPC+ピアにスタティック vPC+ IDを割り当てます。
有効な範囲は 0～ 4094です。このスタティック ID
は、FabricPathカプセル化の仮想スイッチ IDです。

switch(config)# fabricpath
switch-idswitch-id

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

2台の vPC+ピアデバイスが隣接関係を形成
できるようにするには、これらの各デバイス

に同じ vPC+スイッチ IDを割り当てる必要
があります。

（注）

次に、各 vPC+ピアデバイスで vPC+スイッチ IDを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 1
switch(config-vpc-domain)# fabricpath switch-id 1

vPC+ と vPC 間の設定
vPC+設定から標準の vPC設定に切り替えることができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

設定を行うために vpcドメ
イン設定モードを開始しま

す。

switch(config)# vpc domaindomain-idステップ 2   

FabricPathスイッチ IDを設
定解除します。

switch(config-vpc-domain)# no fabricpath
switch-idswitch-id

ステップ 3   

次のいずれかの操作を行います。ステップ 4   

• Cisco NX-OSリリース 6.2(10)以降のリリースで
は、次のプロンプトで「yes」と入力します。
Deconfiguring fabricpath switch id will flap
vPCs. vPC+ to vPC transition needs
reconfiguration of vPCs
for this release, please refer to
configuration guide for more details.
Continue (yes/no)? [no]

• Cisco NX-OSリリース 6.2(10)より前のリリース
では、次のプロンプトで「yes」と入力します。
Deconfiguring fabricpath switch id will flap
vPCs. Continue (yes/no)? [no]
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目的コマンドまたはアクション

Cisco NX-OSリリース 6.2(10)以降のリリースでは、
すべての vPCを削除して再設定します。

ステップ 5   

エニーキャスト HSRP バンドルの設定
Ciscoリリース 6.2(2)以降、全ノードでアクティブ-アクティブ転送を提供する VLAN範囲に関す
るエニーキャスト Hot Standby Router Protocol（HSRP）バンドルを作成できます。

HSRPの詳細情報については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration
Guide』を参照してください。

（注）

HSRP グループの設定
1つの HSRPグループ、または複数の VLANを設定できます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

FabricPathがイネーブルになっていることを確認します。

HSRP機能がイネーブルになっていることを確認します。

インターフェイス VLAN機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VLANインターフェイス番号を設定し、インター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface
vlaninterface_number

ステップ 2   

HSRPバージョン 2を指定します。エニーキャ
ストは HSRPバージョン 2だけでサポートされ
ます。

switch(config-if)# hsrp version
2

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

HSRPグループを設定し、HSRPコンフィギュ
レーションモードを開始します。HSRPグルー

switch(config-if)# [no]
hsrpgroup_number {ipv4 |
ipv6}

ステップ 4   

プとして、IPv4または IPv6グループを指定でき
ます。

HSRPグループの仮想 IPアドレスを設定します。switch(config-if-hsrp)#
ipip_address

ステップ 5   

HSRPコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

switch(config-if-hsrp)# exitステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

switch(config-if)# exitステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config)# exitステップ 8   

（任意）

HSRPグループ情報を表示します。
switch# show hsrpステップ 9   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 10   

次に、HSRPグループを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vlan 2
switch(config-if)# hsrp version 2
switch(config-if)# hsrp 1 ipv4
switch(config-if-hsrp)# ip 1.1.1.1

switch# show hsrp

エニーキャストバンドルの設定

エニーキャストバンドル（一連のVLANと 1つのエニーキャスト switchIDとの関連付け）を作成
することができます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

FabricPathがイネーブルになっていることを確認します。

HSRP機能がイネーブルになっていることを確認します。

インターフェイス VLAN機能がイネーブルになっていることを確認します。
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NX-OSの 6.2(10)より前のバージョンで、エニーキャストHSRPバンドルに対応するVLAN範
囲に、部分的に設定されたまたは設定が解除されたSVIが含まれている場合は、エニーキャス
トバンドル全体がダウンします。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

エニーキャストバンドルを設定します。引数および

キーワードは次のとおりです。

switch(config)# [no] hsrp
anycastbundle-id {ipv4 | ipv6
| both}

ステップ 2   

• bundle-id：バンドル ID。範囲は 1～ 4096です。

• ipv4：IPv4バンドルを指定します。インター
フェイスのすべての IPv4グループはこのバンド
ルに関連付けられます。

• ipv6：IPv6バンドルを指定します。インター
フェイスのすべての IPv6グループはこのバンド
ルに関連付けられます。

• both：IPv4および IPv6バンドルを指定します。
これはデフォルトです。インターフェイスのす

べての IPv4および IPv6グループはこのバンド
ルに関連付けられます。

1つの無効な VLANがバンドル用に設定されている
場合でも、エニーキャストバンドルを強制的にダウ

ン状態のままにします。

switch(config-anycast-bundle)#
[no] force gateway-down

ステップ 3   

エニーキャストバンドルにスイッチ IDを設定しま
す。

switch(config-anycast-bundle)#
[no] switch-idasid

ステップ 4   

エニーキャストバンドルに VLAN範囲を設定しま
す。

switch(config-anycast-bundle)#
vlanrange

ステップ 5   

Cisco NX-OSリリース 6.2(10)以降では、
完全な VLAN範囲を再入力せずにエニー
キャストバンドルの既存の VLAN範囲に
対してVLANを追加または削除できます。

（注）

エニーキャストバンドルのプライオリティを設定し

ます。この値を使用して、範囲内の全グループのルー

switch(config-anycast-bundle)#
[no] prioritypriority_value

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

トが選択されます。有効な範囲は 1～ 127です。デ
フォルト値は 100です。

エニーキャストバンドルを追跡するために使われる

追跡値を設定します。有効な範囲は 1～ 500で、デ
switch(config-anycast-bundle)#
[no] trackobject_id

ステップ 7   

フォルト値は 0です（何も追跡されないことを示し
ます）。

このエニーキャストバンドルを使用してグループの

タイマーを設定します。デフォルト値は 3です。
switch(config-anycast-bundle)#
[no] timerhello_interval

ステップ 8   

エニーキャストバンドルからスイッチを取り出すよ

うグループを設定します。スイッチをエニーキャス

switch(config-anycast-bundle)#
[no] shutdown

ステップ 9   

トバンドルに戻すには、コマンドの no形式を入力
します。

エニーキャストコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config-anycast-bundle)#
exit

ステップ 10   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

switch(config)# exitステップ 11   

（任意）

エニーキャスト HSRPバンドル情報を表示します。
switch# show hsrp anycast
bundle [bundle_idipv4 | ipv6 |
both]

ステップ 12   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 13   

次に、選択した VLANに関するエニーキャストバンドルを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# hsrp anycast 1 ipv4
switch(config-anycast-bundle)# force gateway-down
switch(config-anycast-bundle)# switch-id 1300
switch(config-anycast-bundle)# vlan 1,20-30
switch(config-anycast-bundle)# priority 90
switch(config-anycast-bundle)# track 2
switch(config-anycast-bundle)# timer 15 25
switch(config-anycast-bundle)# shutdown

この例は、各種の Cisco NX-OSリリースで 1,20-30という既存の VLAN範囲に VLAN 5を追加す
る方法を示しています。

switch(config-anycast-bundle)# vlan 1,5,20-30 (Cisco NX-OS Release
6.2(8) and earlier releases)
switch(config-anycast-bundle)# vlan 5 (Cisco NX-OS Release 6.2(10) and later
releases)

   Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
64 OL-22842-03-J  

FabricPath インターフェイスの設定
エニーキャスト HSRP バンドルの設定



エニーキャストバンドル制限の設定

エニーキャストバンドルの制限を作成することができます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

FabricPathがイネーブルになっていることを確認します。

HSRP機能がイネーブルになっていることを確認します。

インターフェイス VLAN機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

VDCコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

switch(config)# vdc switchステップ 2   

（任意）

システムで許可されるエニーキャストバンドルの

制限を設定します。制限をデフォルト値に戻すに

は、このコマンドの no形式を入力します。

switch(config-vdc)# [no]
limit-resourceanycast_switchid
minimumminmaximummax

ステップ 3   

min：エニーキャストバンドルの最小数は 0と設定
され、これは変更できません。

max：エニーキャストバンドルの最大数。デフォル
ト値は 16です。スーパーバイザ 1およびスーパー
バイザ2の場合、最大値は64に制限されます。スー
パーバイザ 2eおよびスーパーバイザ 3の場合、最
大値は 128に制限されます。

VDCコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

switch(config-vdc)# exitステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   
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次に、エニーキャストバンドルの制限を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vdc switch
switch(config-vdc)# limit-resource anycast_switchid minimum 0 maximum 8

FabricPath インターフェイス設定の確認
FabricPathインターフェイス情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

デバイスで FabricPathがイネーブルであるかど
うかを表示します。

show feature-set

すべてのインターフェイスの情報を表示しま

す。

show interface brief

アクセスおよびトランクインターフェイスも含

めて、すべてのレイヤ 2インターフェイスの情
報を表示します。

show interface switchport

インターフェイス設定情報を表示します。show interface type {slot/port | channel-number}
[trunk]

インターフェイスの性能に関する情報を表示し

ます。

show interface capabilities

インターフェイスのステータスに関する情報を

表示します。

show interface status

STP情報を表示します。show spanning-tree summary

STP TCNの情報を表示します。show fabricpath is-is database

vPC+ドメインに関する簡単な情報を表示しま
す。

show vpc brief

すべての vPC+ドメインインターフェイスで一
貫している必要のあるパラメータのステータス

を表示します。

show vpc consistency-parameters

ピアキープアライブメッセージの情報を表示し

ます。

show vpc peer-keepalive
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目的コマンド

ピアステータス、ローカルデバイスのロール、

vPC+ドメインのシステムMACアドレスとシス
テムプライオリティ、およびローカル vPC+ド
メインデバイスのMACアドレスとプライオリ
ティを表示します。

show vpc role

vPC+ドメインの統計情報を表示します。show vpc statistics

vPCおよび vPC+ドメインの実行コンフィギュ
レーション情報を表示します。

show running-config vpc

エニーキャストバンドルに関する情報を表示し

ます。

show hsrp anycast bundle [bundle_idipv4 | ipv6]
[brief]

エニーキャストバンドルに関する情報を表示し

ます。

show hsrp anycast bundle brief

エニーキャストバンドルのインターフェイスに

関する情報を表示します。

show hsrp anycast interface vlaninterface

エニーキャスト情報の要約を表示します。show hsrp anycast summary

エニーキャストに関連するすべてのデータ構造

を表示します。

show hsrp anycast internal info bundle
[bundle_idipv4 | ipv6]

すべてのバンドルのリモートデータベースを表

示します。

showhsrp anycast remote-db [bundle_idipv4 | ipv6]

上記のコマンドについては、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Command Reference』およ
び『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Command Reference』を参照してください。

FabricPath インターフェイス統計情報のモニタリング
FabricPathの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

• clear counters [ethernetslot/port | port-channelchannel-no]

• show interface counters [modulemodule]

• show interface counters detailed [all]

• show interface counters errors [modulemodule]
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FabricPath インターフェイスの設定例
FabricPathインターフェイスを設定するには、各デバイスで次の作業を実行します。

•各デバイスで FabricPathをイネーブルにします。

• FabricPathインターフェイスとして指定するインターフェイスを設定します。

•すべての FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイスの STPプライオリティデバイスを 8192
に設定します。

•（任意）FabricPathネットワークに接続されている別個の STPドメインごとに、STPドメイ
ン IDを設定します。

•（任意）vPC+スイッチ IDを設定します。

FabricPathインターフェイスを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1（任意）：各デバイスで FabricPathをイネーブルにします。

switch# configure terminal
switch(config)# feature fabricpath
switch(config-lldp)# exit
switch(config)#

ステップ2：デバイスでFabricPathをイネーブルにした後、指定したインターフェイスをFabricPath
インターフェイスとして設定します。

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# switchport mode fabricpath
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 3：すべての Rapid PVST+ VLANの STPプライオリティを 8192に設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# spanning-tree vlan 11-20 priority 8192
switch(config)#

ステップ 4：すべてのMSTインスタンスの STPプライオリティを 8192に設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# spanning-tree mst 1-5 priority 8192
switch(config)#

ステップ 5（任意）：FabricPathネットワークに接続されている各 FabricPathレイヤ 2ゲートウェ
イスイッチの STPドメイン IDを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# spanning-tree domain 5
switch(config)

ステップ 6（任意）：vPC+スイッチ IDを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# fabricpath switch-id 100
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)
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vPCの設定については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照
してください。

（注）

既存の vPC+なしで vPC+を設定する場合は、次の手順を実行します。

1 vPCドメインコンフィギュレーションモードで、fabricpath switch-idswitch-idコマンドを入力
します。

2 インターフェイスコンフィギュレーションモードの各 vPC+ピアリンクインターフェイス
で、switchport mode fabricpathコマンドを入力します。

3 各 vPC+ピアリンクポートチャネルで vpc peer-linkコマンドを入力します。

Fシリーズモジュールで既存の vPC設定を vPC+に変更する場合は、次の手順を実行します。

1 各 vPCピアリンクポートチャネルで shutdownコマンドを入力します。

2 vPCドメインコンフィギュレーションモードで、fabricpath switch-idswitch-idコマンドを入力
します。

3 インターフェイスコンフィギュレーションモードの各 vPC+ピアリンクインターフェイス
で、switchport mode fabricpathコマンドを入力します。

4 各 vPC+ピアリンクポートチャネルで no shutdownコマンドを入力します。

ステップ 7：設定を保存します。

switch(config)# save running-config startup-config
switch(config)#

vPC+の設定時に次の状況が発生した場合は、すべての peer-linkインターフェイスで shutdownコ
マンドを入力し、その後 no shutdownコマンドを入力する必要があります。

• peer-linkインターフェイスに switchport mode FabricPathの設定がないが、vPCドメインに
FabricPathスイッチ IDが設定されている。

• peer-linkインターフェイスに switchport mode fabricpathの設定があるが、vPCドメインに
FabricPathスイッチ IDがない。

FabricPath インターフェイス設定の機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。
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表 5：FabricPath インターフェイスの機能履歴

機能情報リリース機能名

警告プロンプトメッセージが変更され、

すべてのvPCを削除して再設定する要件
が追加されました。

6.2(10)vPC+と vPC間の設定

完全なVLAN範囲を再入力せずに既存の
VLAN範囲（HSRPエニーキャストバン
ドル用）に対してVLANを追加または削
除できる機能が追加されました。

6.2(10)エニーキャスト HSRP

FabricPathレイヤ 2 IS-ISオーバーロード
ビットが設定されると、エニーキャスト

スイッチ IDはアドバタイズされなくな
ります。「Configuring Advanced
FabricPath Features」のセクションで、
FabricPathレイヤ IS-ISオーバーロード
ビットについての詳細を参照してくださ

い。

6.2(8)エニーキャストHSRPおよ
びオーバーロードビット

エニーキャストHSRPバンドルを作成す
る機能が追加されました。

6.2(2)エニーキャストHSRPバン
ドルの設定

no port-channel limitコマンドで、244個
を超える vPC+ポートチャネルを設定す
る機能が追加されました。

6.1(3)244個を超える vPC+ポー
トチャネルの設定

fabricpath multicast load-balanceコマン
ドにより、FEXポートを伴う vPC+を設
定する機能が追加されました。

6.1(3)FEXポートを伴うvPC+の
設定

この機能が導入されました。5.1(1)FabricPathインターフェイ
ス
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第 5 章

FabricPath 転送の設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスで FabricPath転送を設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 71 ページ

• FabricPath転送について, 72 ページ

• FabricPathのライセンス要件, 78 ページ

• FabricPathの前提条件, 78 ページ

• FabricPathフォワーディングに関する注意事項と制限事項, 79 ページ

• FabricPath転送のデフォルト設定, 80 ページ

• FabricPath転送の設定, 80 ページ

• FabricPath設定の確認, 90 ページ

• FabricPath転送の設定例, 92 ページ

• FabricPath転送設定の機能履歴, 93 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス

トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。
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FabricPath 転送について

FabricPathを実行するには、シャーシに Fシリーズモジュールを取り付けている必要がありま
す。

（注）

FabricPath 転送の概要
FabricPathは、ループフリー環境用に STPを必要としないマルチパスレイヤ 2ドメインを提供し
ます。Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルを使用することにより、レイ
ヤ 2パケットに複数のパスが提供されます。

それぞれの FabricPathインターフェイスは、FabricPathネットワーク内の他のノードへの複数のパ
ラレルパスを学習できます。STPを使用する必要がないので、すべてのパスをトラフィックの転
送に使用できます。デバイスは、フロー単位で最適なパスを割り当てます。

既知のユニキャストパケットのフローは、階層型 FabricPathの外側の宛先アドレス（ODA）およ
び外側の送信元アドレス（OSA）の値によって判別されます（FabricPathの階層型カプセル化の詳
細については、「FabricPathスイッチングの設定」を参照してください）。FabricPathレイヤ 2
IS-ISを使用してこれらのフローに関するフォワーディングパスを選択するために、IS-IS等コス
トマルチパス（ECMP）が使用されます。

マルチデスティネーショントラフィック（未知のユニキャスト、ブロードキャスト、およびマル

チキャスト）用に、FabricPathシステムは2つのパスまたはツリーを作成します。ブロードキャス
トおよび未知のユニキャストトラフィックは、これらのツリーのいずれかを通過します。ハッ

シュに基づいて 2つのツリー間でマルチキャストトラフィックが配布されます。システムは
FabricPathネットワーク内のマルチキャストトラフィックのロードバランスを行います（詳細に
ついては、「ブロードキャスト、未知のユニキャスト、およびマルチキャストパケットに関する

フォワーディングツリー」のセクションを参照してください）。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISでは、ツリーを定義します。最も大きいシステム IDがルートとそこから
のツリー用に選択されます。もう 1つのツリーも同様ですが、ルートの優先順位が異なります。
システムがルートスイッチを選択すると、それを第 1のツリーのルートとして、ツリーが作成さ
れます。その後、第 1のツリーのルートスイッチが（ここでもシステム IDに基づいて）第 2の
ツリーのルートを選択し、第 2のツリーはそのルートスイッチから派生しています。このすべて
の情報はレイヤ 2 IS-ISを使って FabricPathネットワークに通知されるので、ネットワーク内のす
べてのデバイスが同じ情報を所有します。

システムは、入口でパスを割り当て、そのパスを FabricPathヘッダーの FTag部分にコード化しま
す。システムは、ツリーごとに 1つの FTagを割り当てます。一度決定され、タグを付けられる
と、そのパケットは FabricPathネットワーク全体にわたり、同じツリーを使用します。FabricPath
ネットワーク内のすべてのノードが、この同一の情報に基づいてトラフィックを転送します。こ

れは、レイヤ 2 IS-ISの使用により、すべてのノードが同じ情報を所有するためです。
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FabricPathフレームには、マルチデスティネーションパケットに対するリバースパス転送（RPF）
メカニズムがあります。このメカニズムは、送信元スイッチに通じるインターフェイスにパケッ

トが着信していることを検証します。ツリーの一部でないインターフェイスからパケットを受信

した場合、RPFはそのパケットをドロップします。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISプロトコルは、FabricPathネットワーク上にリンクステート情報をフラッ
ディングします。各デバイスは、FabricPathリンクごとに helloパケットを送信し、ネイバーを検
出します。ネイバーが検出されると、IS-IS隣接関係が作成されます。また、各デバイスは、既存
のすべての隣接関係を通じてリンクステートデータベースにアドバタイズメントとアップデート

を送信します。

FabricPath VLAN
クラシカルイーサネット（CE）ネットワークと連携するには、VLANをCEモードまたはFabricPath
（FP）モードに設定します。CE VLANは、CEホストから FabricPathインターフェイスにトラ
フィックを伝送し、FP VLANは、FabricPathトポロジ上でトラフィックを伝送します。レイヤ 2
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）メッセージでトポロジの一部としてアドバタイ
ズされるのは、スイッチに設定されているアクティブな FP VLANだけです。

すべての FabricPathインターフェイスと FP VLANが、自動的にトポロジに割り当てられます。そ
のため、追加の設定は必要ありません。（FabricPathインターフェイスについては、第 3章
「FabricPathインターフェイスの設定」を参照してください）。すべての FP VLANと FabricPath
インターフェイスが同じトポロジに属しています。同じトポロジ内にある同じデバイスのすべて

のポートは、同じ仮想デバイスコンテキスト（VDC）にある必要があります。

図 7：FabricPath トポロジおよびクラシカルイーサネットホストの例

上の図は、クラシカルイーサネットスイッチおよび FP/CE VLANを含む、FabricPathトポロジの
サンプルを示しています。
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デバイスのデフォルトVLANモードは、CE VLANモードです。FabricPathインターフェイスは、
FP VLAN上でのみトラフィックを伝送します。CE VLANは、これらのインターフェイスでは機
能しません。Fシリーズモジュールの CEインターフェイスは、CE VLAN（ホストからのトラ
フィック）と FP VLANの両方のトラフィックを伝送します。

VLANモードの変更を有効にするには、VLANコンフィギュレーションモードを終了する必要が
あります。

VLANおよびインターフェイスを設定したら、それ以上の設定は不要です。システムは自動的
にパスを作成して割り当て、さらにロードバランシングを行います。

（注）

FabricPathは VLANごとにトポロジ計算を実行しないため、ベストプラクティスとしては、
FabricPathトポロジ内で一貫性のある VLAN設定を行うのが適切です。したがって、特定のトポ
ロジに属する特定の Cisco FabricPathスイッチで VLANが定義されていない場合、コントロール
プレーンはそれを認識せず、この特定のスイッチを介してこのVLANのトラフィックを転送しよ
うと試みる結果として、トラフィックがブラックホール状態になる可能性があります。Cisco
FabricPathでは、スイッチで定義された VLANに関するトラフィックだけをコアポートが転送す
ることに注意してください。必要なVLANがVLANデータベースに存在しないことが原因でトラ
フィックが失われた場合は、特にトラブルシューティングが困難です。

ECMP による既知のユニキャストパケットの転送
既知のユニキャストトラフィックについて、システムは FabricPathヘッダー内の ODAフィール
ドを使用してフローごとにユニキャストトラフィックを転送します。FabricPathがイネーブルに
なったシステムでは、入力スイッチですべてのカプセル化トラフィック用にスイッチ IDと ODA
が割り当てられます（FabricPathカプセル化の詳細については、「FabricPathスイッチングの設定」
を参照してください。）

システムが ODAを割り当てると、FabricPathデバイスは FabricPathレイヤ 2 IS-IS ECMPを使用し
て既知のユニキャストトラフィックを転送します。レイヤ 2 IS-ISを使用する FabricPathには、最
大 16個のアクティブなレイヤ 2パスが存在します。この機能により、すべての既知のユニキャス
トパケットに対し、レイヤ 2で最大 16通りの ECMPが提供されます。FabricPathで使用されるレ
イヤ 2 IS-ISメッセージは、ルーティングプロトコルおよびOverlay Transport Virtualization（OTV）
で使用されるレイヤ 3 IS-ISメッセージとは異なります。

FabricPathネットワーク内のデバイスは、IS-IS隣接関係を使用してトポロジ情報を交換し、既知
のユニキャストトラフィックフローのパスに沿ってトラフィックを転送します。FabricPathネッ
トワーク内の各ノードは、各トラフィックフローの FabricPathヘッダーを確認し、使用可能なネ
クストホップに基づき ECMPフォワーディングを選択します。
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ブロードキャスト、未知のユニキャスト、およびマルチキャストパ

ケットに関する転送ツリー

FabricPathによって、ブロードキャスト、未知のユニキャスト、およびマルチキャストパケット、
またはマルチデスティネーショントラフィックを伝送する新しいループフリーブロードキャスト

機能が導入されます。ブロードキャスト、未知のユニキャスト、およびマルチキャストの各トラ

フィックフローに対して、システムで作成された複数のパスやツリーの中からフォワーディング

パスが選択されます。トポロジごとに、マルチデスティネーショントラフィックを転送するため

のツリーが 2つ作成されます。

FabricPathネットワークについては、FabricPathネットワークを介してブロードキャストトラフィッ
ク、未知のユニキャストトラフィック、およびマルチキャストトラフィックを伝送するブロード

キャストツリーが作成されます。また、第 2のツリーも作成され、すべてのマルチキャストトラ
フィックフローは、この 2つのツリーの間でフローごとにロードバランス処理されます。各ツ
リーは、FabricPathネットワーク内で固有の値、または FTagによって識別されます。FabricPath
ネットワーク内では、システムによってブロードキャストツリーのルートになるルートノードが

選択されます。そのノードは、第2のマルチデスティネーションツリーのルートとなる別のブリッ
ジも確認します。このツリーではマルチキャストトラフィックのロードバランスが行われます。

FTagは、ODAおよび OSAとともに、FabricPathカプセル化の一部として入力スイッチで割り当
てられます。マルチデスティネーショントラフィックフローが FabricPathネットワーク内のどの
ループフリーツリーを通過するかは、FTagによって決まります。システムは、フローごとにツ
リーを割り当てます。

次の図は、これらのツリーを示しています。

図 8：特定のフローに関するマルチデスティネーション FabricPath フローを転送するためのツリー

FabricPathネットワーク内の各ノードは、所定の FTagに対応するフォワーディングツリーの同一
ビューを共有します。

マルチキャストパケットの転送

FabricPathおよび Fシリーズモジュールを使用して、レイヤ 2マルチキャストマルチパスを設定
できます。マルチキャストトラフィックを確実にロードバランスするために、FabricPathはハッ
シュベースのシステムを使用して、各マルチキャストフローを 2つの指定したツリーのいずれか
に割り当てます。
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システムは FabricPathレイヤ 2 IS-ISとクラシカルイーサネット IGMPスヌーピングを使用して、
FabricPath/クラシカルイーサネットネットワークの境界でマルチキャストグループ情報を学習し
ます。また、Group Membership LSP（GM-LSP）と呼ばれる新しいレイヤ 2 IS-IS LSPを使用し、
FabricPathネットワークを介して情報を伝送します。GM-LSPは、マルチキャストグループ/送信
元のメンバーシップ情報を伝送します。この情報は、FabricPathネットワーク上で伝送されます。
すべての FabricPathスイッチは、マルチキャストルーティング情報を保持し、マルチキャスト
データパケットを関連する受信者が存在するスイッチだけに転送します。各 FabricPathトポロジ
内の各ノードは同じビューを共有し、まったく同じ情報を所有します。

マルチキャストトラフィックは、VLAN単位の送信元、マルチキャストグループ、およびフロー
情報を使用して、トラフィックを2つのツリーのいずれか一方に割り当てます。このシステムは、
グループ IPアドレスに基づいてマルチキャストを抑制します。

IGMPスヌーピングと FabricPath IS-ISの連動により、GM-LSPを使用して、FabricPathネットワー
ク上にVLAN単位のマルチキャストグループに基づいたツリーが作成されます。エッジインター
フェイスの IGMPスヌーピングは、受信者とルータについて学習し、エッジポートのマルチキャ
ストステートを作成します。FabricPathレイヤ 2 IS-ISは、GM LSPを使用して、添付されたこの
グループ情報を FabricPathネットワークに伝播し、FabricPathネットワーク内のステートを作成し
ます。マルチキャストグループが存在する FabricPathネットワークのエッジにあるデバイスは、
GM-LSPを発信します。

Ciscoリリース5.2(1)以降、デバイスが複数のマルチキャストグループをすばやく処理できるよう
に支援する設定を追加できます。詳細については、「FabricPath拡張マルチキャストスケーラビ
リティの設定（任意）」のセクションを参照してください。

レイヤ 2マルチキャストトラフィックに関しては、FabricPathの使用時に PIMを実行する必要は
ありません。

レイヤ 3マルチキャストパケットに関して、システムは、そのグループのすべての IPルータを識
別する特別なマルチキャストグループに ODAを設定し、そのグループ用のツリーに沿ってトラ
フィックを転送します。

ハイアベイラビリティ

FabricPathトポロジでは、ISSUを介して設定が保持されます。

高可用性の詳細については、『CiscoNexus 7000 Series NX-OSHighAvailability andRedundancyGuide』
を参照してください。

仮想デバイスコンテキスト

スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に FabricPathフィーチャセットをインストールする
必要があります。FabricPathフィーチャセットのインストールについては、『Configuring Feature
Set for FabricPath』を参照してください。

Fシリーズモジュールには複数の転送エンジン（FE）があるため、以下の表に示すポートペアと
ポートセットが同じ VDCに存在する必要があります。
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表 6：F シリーズモジュールのポートペアとポートセット

F2 モジュールのポートセットF1 モジュールのポートペア

ポート 1、2、3、4ポート 1とポート 2

ポート 5、6、7、8ポート 3とポート 4

ポート 9、10、11、12ポート 5とポート 6

ポート 13、14、15、16ポート 7とポート 8

ポート 17、18、19、20ポート 9とポート 10

ポート 21、22、23、24ポート 11とポート 12

ポート 25、26、27、28ポート 13とポート 14

ポート 29、30、31、32ポート 15とポート 16

ポート 33、34、35、36ポート 17とポート 18

ポート 37、38、39、40ポート 19とポート 20

ポート 41、42、43、44ポート 21とポート 22

ポート 45、46、47、48ポート 23とポート 24

ポート 25とポート 26

ポート 27とポート 28

ポート 29とポート 30

ポート 31とポート 32

VDCの詳細については、『Virtual Device Context Configuration Guide, Cisco DCNM for LAN』を参照
してください。

ポートチャネルを使ったロードバランシング

Cisco NX-OSソフトウェアは、ポートチャネルにおけるすべての動作インターフェイス間のトラ
フィックをロードバランシングします。その際、フレーム内のアドレスをハッシュして、チャネ

ル内の 1つのリンクを選択する数値にします。ポートチャネルはデフォルトでロードバランシン
グを備えています。ポートチャネルロードバランシングでは、MACアドレス、IPアドレス、ま
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たはレイヤ4ポート番号を使ってリンクを選択します。ポートチャネルロードバランシングは、
送信元または宛先アドレスおよびポートの両方またはどちらか一方を使用します。

ロードバランシングの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration
Guide』を参照してください。

FabricPath でのユニキャストスタティックルート
FabricPathはレイヤ 2 Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）をリンクステートプロト
コルとして使用してユニキャストトポロジを計算します。ネットワークの動作を予測可能にする

ために、転送テーブル内でユニキャストスタティックルートを設定できます。

FabricPath のライセンス要件
FabricPathには、拡張レイヤ 2パッケージのライセンスが必要です。Cisco NX-OSライセンス方式
の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参
照してください。

FabricPath の前提条件
FabricPathフォワーディングには、次の前提条件があります。

•クラシカルイーサネットのレイヤ 2機能の使用経験がある。

•スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に、FabricPathフィーチャセットをデフォルト
およびデフォルト以外のVDCにインストールしている。FabricPathフィーチャセットのイン
ストールとイネーブル化の詳細については、『Configuring Feature Set for FabricPath』を参照
してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。

•デバイスにログインしている。

•拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

•現在の仮想デバイスコンテキスト（VDC）が正しい。VDCは、一連のシステムリソースを
論理的に表現する用語です。switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

• Fシリーズモジュールで作業している。
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FabricPath フォワーディングに関する注意事項と制限事
項

FabricPathスイッチングには、設定に関して次の注意事項および制限事項があります。

• FabricPathインターフェイスは、FabricPathでカプセル化されたトラフィックだけを伝送しま
す。

•コマンドを表示したり、コマンドにアクセスしたりするには、各デバイスで FabricPathをイ
ネーブルにします。各デバイスで FabricPathをイネーブルにするには、feature-set fabricpath
コマンドを入力します。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細
については、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。

• STPは、FabricPathネットワーク内では動作しません。

• Fシリーズモジュールは、複数の SPAN宛先ポートや仮想 SPANをサポートしません。Fシ
リーズモジュールのポートが VDC内にあり、その VDCに複数の SPAN宛先ポートが存在
する場合、その SPANセッションは機能しません。

• FabricPathの実行中は、プライベート VLAN設定に次の注意事項が適用されます。

◦プライベート VLAN内のすべての VLANは同じ VLANモード（CEまたは FabricPath）
である必要があります。タイプの異なる VLANをプライベート VLANに追加しようと
しても、それらの VLANはプライベート VLANでアクティブになりません。その設定
はシステムに記憶されるので、後で VLANモードを変更したときに、その VLANは指
定のプライベート VLANでアクティブになります。

◦ FabricPathポートは、プライベート VLANに追加できません。

•システムは、階層型のスタティックMACアドレスをサポートしません。

• 32ポート 1/10ギガビットイーサネット F1シリーズモジュールのASICには制限事項がある
ため、FabricPathVLANモードでは、最初のポートが FabricPathエッジポートとして、2番目
のポートが FabricPathコアポートとしてそれぞれ設定されている場合、両方のポートを介し
てそのモジュールから出て行くパケットは間違った外部送信元アドレス（OSA）になりま
す。この問題を回避するには、最初のポートを FabricPathコアポートとして、2番目のポー
トを FabricPathエッジポートとして設定します。

• CiscoNX-OSリリース 6.2(2)以降、FabricPathではユニキャストスタティックルートがサポー
トされます。マルチキャストスタティックルートはサポートされません。

• Fシリーズモジュールでは、VLAN内にポートを持つすべての転送エンジン（FE）にユーザ
設定のスタティックMACアドレスがプログラムされます。
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• VLANモードを有効にするには、モードを設定した後でVLANコンフィギュレーションモー
ドを終了する必要があります。

•受信者が存在しないグループに送られるマルチキャストトラフィックは、VLANに関する
ルータポートの最適マルチキャストフラッディング（OMF）エントリに限定されない可能
性があります。OMFエントリはVLAN単位ではなくVDC単位でメンテナンスされます。つ
まり、複数のポートが OMFエントリのメンバーである場合、FTagを転送するポートはマル
チキャストトラフィックも転送します。

◦ OMFエントリでの転送を行うすべてのポートを表示するには、show fabricpath mroute
vdc-omfの FabricPath mroute omfコマンドを使用します。

◦各 FTagごとに解決済み OMFエントリをすべて表示するには、show fabricpath mroute
omf resolved ftag [ftag]コマンドを使用します。

• VPLSインフラストラクチャでの FabricPath VLANの拡張はサポートされません。VPLSで拡
張できるのは標準のイーサネット VLANだけです。

FabricPath 転送のデフォルト設定
表 7：デフォルト FabricPath パラメータ

デフォルトパラメータ

0FabricPathトポロジ

CEVLANモード

FabricPath 転送の設定

次のコマンドを表示するには、Fシリーズモジュールおよびすべてのデバイスで FabricPathを
イネーブルにしておく必要があります。

（注）

FP VLANとして設定された VLANだけが、FabricPathトポロジに加わることができます。デフォ
ルトでは、すべての FabricPath VLANとインターフェイスが FabricPathトポロジ、FP topo 0に割
り当てられます。

デフォルトトポロジを使用している場合、必要な操作は、FabricPathネットワークを通過させる
VLANのモードを FP VLANに設定することだけです。

VLANモードとインターフェイスを指定すると、システムは自動的に複数のパスを作成するので、
FabricPathのこれらの側面を設定するだけで済みます
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FabricPathインターフェイスの詳細については、「FabricPathインターフェイスの設定」を参照し
てください。

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、これらの設定を行う必要があります。（注）

VLAN モードの FP または CE 設定
Fシリーズモジュールでは、デフォルト VLANモードは CEです。

FPを使用してVLANモードを設定するには、あらかじめVLANを作成しておく必要がありま
す。

（注）

ネットワーク上で FabricPathトラフィックを伝送する VLANを指定するには、その VLANを FP
VLANとして設定します。デフォルトでは、すべての FP VLANおよび FabricPathインターフェイ
スがデフォルト FabricPathトポロジ（topo 0）に追加されます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

VLANが作成済みであることを確認します

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

VLANコンフィギュレーションモードを開始し、
FabricPathトラフィックを伝送する VLANを識別し
ます。

(config)# vlanvlan-idステップ 2   

VLANを FP VLANとして設定します。デフォルト
の VLANモードは CEです。

switch(config-vlan)#mode
[ce | fabricpath]

ステップ 3   

FabricPathデバイスでは、VLANを CEま
たは FP VLANのいずれかにする必要があ
ります。

（注）

VLANコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

switch(config-vlan)# exitステップ 4   

Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
    OL-22842-03-J 81

FabricPath 転送の設定
VLAN モードの FP または CE 設定



目的コマンドまたはアクショ

ン

すべての VLANと同様に、VLANモード
（CEまたは FP）を有効にするには、
VLANコンフィギュレーションモードを
終了する必要があります。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 5   

（任意）

FabricPathトポロジ内のすべての VLANに関する情
報を表示します。

switch# show fabricpath
topology vlans [active]

ステップ 6   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、VLANを FP VLANとして指定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vlan 1-10
switch(config-vlan)# mode fabricpath
switch(config-vlan)# exit
switch(config)# exit

FabricPath ユニキャストロードバランシングの設定（任意）
FabricPathネットワークは、複数のパスが使用可能である場合に、自動的にユニキャストトラ
フィックのロードバランスを行います。ただし、ユニキャストトラフィックに特定のロードバ

ランシングを設定することができます。デフォルトでは、すべてのオプションが使用されます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

F2リソースタイプを許可しない vDC内のFabricPath
ユニキャストトラフィックをロードバランシング

ステップ 2   • switch(config)# [no]
fabricpath load-balance

するように source/destination/symmetric/src-dstアルゴ{source | source-destination
リズムを設定するには、fabricpath load-balanceコ
マンドを使用します。

| xor | destination |
symmetric}

F2リソースタイプを許可する vDC内の FabricPath
ユニキャストトラフィックをロードバランシング

• switch(config)# [no]
port-channel load-balance
[algorithm [modulemodule]] するように source/destination/symmetric/src-dstアルゴ

リズムを設定するには、port-channel load-balance
コマンドを使用します。

FabricPathユニキャストトラフィックをロードバラ
ンシングするための回転傾斜、VLAN包含、レイヤ

switch(config)# [no] fabricpath
load-balance unicast [layer 3 |
layer4 |mixed]

ステップ 3   

3/レイヤ 4トラフィックパラメータの使用などのオ
プションを設定します。

[rotate-amountrot_amt]
[include-vlan]

デフォルトのユニキャストロードバラン

シングスキームに戻すには、このコマン

ドの no形式を使用します。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

この例は、F2リソースタイプを許可しないVDCに関する FabricPathユニキャストロードバラン
シングの設定方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath load-balance unicast layer3
switch(config)#

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathユニキャストロードバランシ
ングの設定方法を示しています。

この例のコマンドは、シャーシ内の入力モジュールのポートチャネルハッシュに関する宛先

MACベースの選択を可能にします。
（注）

switch# configure terminal
switch(config)# port-channel load-balance dst mac

switch(config)# show port-channel load-balance
Port Channel Load-Balancing Configuration:
System: dst mac
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Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: dst mac
IP: dst mac

FabricPathユニキャストトラフィック（ECMP選択）の場合：これらのコマンドには、レイヤ
3およびレイヤ 4パラメータの混合プリファレンス、14バイトのローテーション、ハッシュ計
算に含まれる VLAN、および F2 FabricPath対応 VDC内のすべてのモジュールに関する宛先
ベースの選択が含まれています。

（注）

switch(config)# fabricpath load-balance unicast include-vlan
switch(config)# show fabricpath load-balance

ECMP load-balancing configuration:
L3/L4 Preference: Mixed
Rotate amount: 14 bytes
Use VLAN: TRUE
Ftag load-balancing configuration:
Rotate amount: 3 bytes
Use VLAN: TRUE

この例は、F2VDCFabricPathユニキャストロードバランシングを設定する方法を示しています。

この例のコマンドは、入力モジュール 4のポートチャネルハッシュに関する送信元 IP-VLAN
およびMACベースの選択を可能にします。シャーシ内の他のすべてのモジュールは、宛先
MACベースの選択を保持します。

（注）

switch(config)# port-channel load-balance src ip-vlan module 4
switch(config)# show port-channel load-balance module 4

Port Channel Load-Balancing Configuration:
Module 4: src ip-vlan
Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: src mac
IP: src ip-vlan

FabricPathユニキャストトラフィック（ECMP選択）の場合：これらのコマンドには、レイヤ
3およびレイヤ 4パラメータの混合プリファレンス、9バイトのローテーション、モジュール
4に関する送信元ベース選択のハッシュ計算で除外される VLAN、および F2 FabricPath対応
VDC内の他のモジュールに関する宛先ベースの選択が含まれています。

（注）

switch(config)# fabricpath load-balance unicast mixed rotate-amount 0x9
switch(config)# show fabricpath load-balance

ECMP load-balancing configuration:
L3/L4 Preference: Mixed
Rotate amount: 9 bytes
Use VLAN: FALSE
Ftag load-balancing configuration:
Rotate amount: 2 bytes
Use VLAN: FALSE

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathユニキャストロードバランシ
ングの設定方法を示しています。
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この例のコマンドは、入力モジュール 4のポートチャネルハッシュに関する送信元/宛先
IP-L4PORT-VLANおよびMACベースの選択を可能にします。シャーシ内の他のすべてのモ
ジュールは、宛先MACベースの選択を保持します。FabricPathユニキャストトラフィック
（ECMP選択）の場合：これらのコマンドには、レイヤ 3およびレイヤ 4パラメータの混合プ
リファレンス、9バイトのローテーション、モジュール 4に関する送信元ベース選択のハッ
シュ計算で除外される VLAN、モジュール 10に関する送信元/宛先ベースの選択、および F2
FabricPath対応 VDC内の他のモジュールに関する宛先ベースの選択が含まれています。

（注）

switch(config)# port-channel load-balance src-dst ip-l4port-vlan module 10
switch(config)# show port-channel load-balance module 10

Port Channel Load-Balancing Configuration:
Module 10: src-dst ip-l4port-vlan
Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: src-dst mac
IP: src-dst ip-l4port-vlan

FabricPath マルチキャストロードバランシングの設定（任意）
ネットワークは自動的にトラフィックのロードバランシングを行いますが、マルチキャストトラ

フィックに関する特定のロードバランシングを設定することもできます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

F2リソースタイプを許可しない vDC内の FabricPath
マルチキャストトラフィックをロードバランシング

ステップ 2   • switch(config)# [no]
fabricpath load-balance

するように source/destination/symmetric/src-dstアルゴ{source |
リズムを設定するには、fabricpath load-balanceコマ
ンドを使用します。

source-destination | xor |
destination | symmetric}

F2リソースタイプを許可する vDC内の FabricPath
マルチキャストトラフィックをロードバランシング

• switch(config)# [no]
port-channel load-balance
[algorithm
[modulemodule]]

するように source/destination/symmetric/src-dstアルゴ
リズムを設定するには、port-channel load-balanceコ
マンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

FabricPathマルチキャストトラフィックをロードバ
ランシングするための回転傾斜、VLAN包含、レイ

switch(config)# [no] fabricpath
load-balance multicast
[rotate-amountrot_amt]
[include-vlan]

ステップ 3   

ヤ 3/レイヤ 4トラフィックパラメータの使用などの
オプションを設定します。

デフォルトのユニキャストロードバラン

シングスキームに戻すには、このコマン

ドの no形式を使用します。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPathマルチキャストロードバランシングを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath load-balance multicast include-vlan
switch(config)#

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathマルチキャストロードバラン
シングの設定方法を示しています。

この例のコマンドは、シャーシ内の入力モジュールのポートチャネルハッシュに関する宛先

MACベースの選択を可能にします。
（注）

switch# configure terminal
switch(config)# port-channel load-balance dst mac

switch(config)# show port-channel load-balance
Port Channel Load-Balancing Configuration:
System: dst mac
Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: dst mac
IP: dst mac

FabricPathユニキャストトラフィック（フォワーディングツリー選択）の場合：これらのコマ
ンドには、3バイトのローテーション、およびハッシュ計算に含まれるVLANが組み込まれて
います。

（注）

switch(config)# fabricpath load-balance multicast rotate-amount 0x3 include-vlan
switch(config)# show fabricpath load-balance
ECMP load-balancing configuration:
L3/L4 Preference: Mixed
Rotate amount: 14 bytes
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Use VLAN: TRUE
Ftag load-balancing configuration:
Rotate amount: 3 bytes
Use VLAN: TRUE

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathマルチキャストロードバラン
シングの設定方法を示しています。

この例のコマンドは、入力モジュール4のポートチャネルハッシュおよびFabricPathユニキャ
ストロードバランシングに関して、送信元 IP-VLANおよびMACベースの選択を可能にしま
す。シャーシ内の他のすべてのモジュールは、宛先MACベースの選択を保持します。

（注）

switch(config)# port-channel load-balance src ip-vlan module 4
switch(config)# show port-channel load-balance module 4

Port Channel Load-Balancing Configuration:
Module 4: src ip-vlan
Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: src mac
IP: src ip-vlan

FabricPathマルチキャストトラフィック（フォワーディングツリー選択）の場合：これらのコ
マンドには、2バイトのローテーション、モジュール 4に関する送信元ベース選択のハッシュ
計算で除外される VLAN、および F2 FabricPath対応 VDC内の他のモジュールに関する宛先
ベース選択が含まれています。

（注）

switch(config)# fabricpath load-balance multicast rotate-amount 0x2
switch(config)# show fabricpath load-balance

ECMP load-balancing configuration:
L3/L4 Preference: Mixed
Rotate amount: 9 bytes
Use VLAN: FALSE
Ftag load-balancing configuration:
Rotate amount: 2 bytes
Use VLAN: FALSE

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathマルチキャストロードバラン
シングの設定方法を示しています。

この例のコマンドは、入力モジュール 10のポートチャネルハッシュに関する送信元/宛先
IP-L4PORT-VLAN、MACベースの選択、および入力モジュール 4のポートチャネルハッシュ
に関する送信元 IPVLANおよびMACベースの選択を可能にします。シャーシ内の他のすべて
のモジュールは、宛先MACベースの選択を保持します。FabricPathマルチキャストトラフィッ
ク（フォワーディングツリー選択）の場合、これらのコマンドには、2バイトのローテーショ
ン、モジュール4に関する送信元ベース選択のハッシュ計算で除外されるVLAN、モジュール
10に関する送信元/宛先ベースの選択、および F2 FabricPath対応 VDC内の他のモジュールに
関する宛先ベースの選択が含まれています。

（注）

switch(config)# port-channel load-balance src-dst ip-l4port-vlan module 10
switch(config)# show port-channel load-balance module 10

Port Channel Load-Balancing Configuration:
Module 10: src-dst ip-l4port-vlan
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Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: src-dst mac
IP: src-dst ip-l4port-vlan

FabricPath 拡張マルチキャストスケーラビリティの設定（任意）
Ciscoリリース 5.2(1)以降では、FabricPathマルチキャストスケーラビリティを拡張できます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

FabricPathマルチキャストスケーラビリティを拡張
します。デフォルトでは、FTagルートを集約しま

switch(config)# fabricpath
multicast
aggregate-routes[excludeftag-id]

ステップ 2   

せん。除外対象となる特定のトラフィックに使わ

れているマルチキャスト FTagを見つけるには、
show fabricpath load-balance multicast ftag-selected
flow-type l3 dst-ip x.x.x.x src-ip x.x.x.x vlan vlan-id
module mod-numコマンドを入力します。

このコマンドの noバージョンには
exclude ftag引数が含まれません。

（注）

（任意）

ルートプログラミング用に、FTagに適用済みの設
定を表示します。

switch(config)# show l2multicast
ftagftag

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、拡張 FabricPathマルチキャストスケーラビリティを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath multicast aggregate-routes
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FabricPath ユニキャストスタティックルートの設定
FabricPath IS-ISなどのダイナミックプロトコルによって計算されるルートをオーバーライドする
よう、ユニキャストスタティックルートを設定できます。たとえば、より優れたロードバラン

シングを得るために特定のリンクを使って特定のデバイスにトラフィックをルーティングしたり、

ネットワーク内のファイアウォールを通るようトラフィックをルーティングしたりする必要が生

じることがあります。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure
terminal

ステップ 1   

（任意）

FabricPathトポロジコンフィギュレーションモード
（config-fp-topology）になります。

switch(config)#
fabricpath
topologytopology-number

ステップ 2   

（デフォルト以外の）特定の FabricPathトポロジ
に関するユニキャストスタティックルートを設定

するには、このコマンドを入力します。デフォル

トトポロジに関するユニキャストスタティック

ルートを設定する場合には、ステップ 2をとばし
てステップ 3に進みます。

（注）

ユニキャストスタティックルートを設定し、トラフィック

送信に使われるデバイスとインターフェイスを指定します。

[no] fabricpath route
switch-idswitch-id
nh_if_range

ステップ 3   

複数のイーサネットポートまたはポートチャネルからなる

範囲を入力できます。

指定したインターフェイスは、FabricPathフィーチャセット
がイネーブルになっているのと同じVDCに存在する必要が
あります。

次の 2つのモードでこのコマンドを実行できます。

•特定の FabricPathトポロジコンフィギュレーション
モード（config-fp-topology）。

•グローバルコンフィギュレーションモード。
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目的コマンドまたはアク

ション

スタティックルートを削除するには、スタティックルート

スイッチ IDを指定してこのコマンドの no形式を入力しま
す。インターフェイスとスタティックルートとのアソシエー

ションを削除するには、インターフェイス範囲を指定してこ

のコマンドの no形式を入力します。

最後のアソシエーションが削除されると、スタティックルー

トが削除されます。

スタティックルートのインターフェイスをさらに追加で指

定するには、この手順を繰り返してください。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了します。switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

FabricPath設定内のスタティックルートを表示します。
switch# show fabricpath
static route

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、デフォルトトポロジに関するユニキャストスタティックルートを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath route switch-id 25 ethernet 1/2

この例は、特定のトポロジに関するユニキャストスタティックルートを設定する方法を示してい

ます。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath topology 2
switch(config-fp-topology)# fabricpath route switch-id 221 ethernet 1/2
switch(config-fp-topology)# fabricpath route switch-id 221 port-channel 1

この例は、ユニキャストスタティックルートを削除する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# no fabricpath route switch-id 221

FabricPath 設定の確認
FabricPathスイッチング情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

FabricPathがイネーブルかどうかを表示します。show feature-set
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目的コマンド

ユニキャストルートを表示します。show {l2 | fabricpath} route [switchidswitch-id]
[detail] [hex]

マルチキャストルートを表示します。show {l2 | fabricpath}mroute {[vdc_omf] |
vlanvlan-id {{omf | flood | [source {srcaddr |
v6srcaddr}] [group {groupaddr | v6grpaddr}]}
[resolved] [ftagftag-id] [hex]

すべての FabricPathトポロジに関する情報を表
示します。

show fabricpath topology [detail]

FabricPathトポロジのすべてのインターフェイ
スに関する情報を表示します。

show fabricpath topology interface

FabricPathトポロジのすべての VLANに関する
情報を表示します。

show fabricpath topology vlan [active]

FabricPathトポロジのすべての FTagに関する情
報を表示します。

show fabricpath topology ftag [active] [multicast]
[unicast]

FabricPathの実行コンフィギュレーションを表
示します。

show running-config fabricpath

FabricPathユニキャストロードバランシング情
報を表示します。

show fabricpath load-balance unicast
forwarding-path
ftagftag-idswitchidswitch-idflow-type {l2
{{dst-macdst-mac | source-macsrc-mac}
ether-typeether-type}} | {l3 {dst-ipdst-ip |
src-ipsrc-ip | dst-ipv6dst-ipv6 | srcipv6src-ipv6}} |
{l4 {l4-src-portl4-src-port | l4-dst-portl4-dst-port |
dst-ipdst-ip | src-ipsrc-ip | dst-ipv6dst-ipv6 |
srcipv6src-ipv6}}} {vlanvlan-id} {modulemod-no}

FabricPathマルチキャストロードバランシング
情報を表示します。

show fabricpath load-balance multicast
ftag-selected flow-type {l2 {{dst-macdst-mac |
source-macsrc-mac} ether-typeether-type}} | {l3
{dst-ipdst-ip | src-ipsrc-ip | dst-ipv6dst-ipv6 |
srcipv6src-ipv6}} | {l4 {l4-src-portl4-src-port |
l4-dst-portl4-dst-port | dst-ipdst-ip | src-ipsrc-ip |
dst-ipv6dst-ipv6 | srcipv6src-ipv6}}} {vlanvlan-id}
{modulemod-no}

すべての FPおよび CE VLANに関する情報を
表示します。

show vlan

FabricPath設定内のスタティックルートを表示
します。

show fabricpath static route
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次に、show fabricpath unicast load-balanceコマンドのサンプル出力を示します。

switch# show fabricpath load-balance unicast forwarding-path ftag 1 switchid 2231 flow-type
l3 src-ip 1.1.1.1 dst-ip 1.1.1.2 module 4
128b Hash Key generated : 00001010102010101010000000000000
This flow selects interface Po100

次に、show fabricpath multicast load-balanceコマンドのサンプル出力を示します。

switch(config)# show fabricpath load-balance multicast ftag-selected flow-type l3 src-ip
1.1.1.1 dst-ip 1.1.1.2 vlan 2 module 4
128b Hash Key generated : 00 00 10 10 10 20 00 00 00 00 02 00 00 00 00 00
0x3

FTAG SELECTED IS : 1

FabricPath 転送の設定例
デフォルトのトポロジで基本的な FabricPathネットワークを設定するには、FabricPathインター
フェイスを設定した後で、デバイスごとに次の作業を実行する必要があります。

•各デバイスで FabricPathフィーチャセットをイネーブルにします。

• FabricPathインターフェイスを設定します。（FabricPathインターフェイスの設定について
は、「FabricPathインターフェイスの設定」を参照してください。）

• FP VLANを設定します。デフォルトは CE VLANです。

• showrunning-config fabricpathコマンドを入力して、FabricPath設定が適切であることを確認
します。

デフォルトの FabricPathトポロジを設定するには、次の手順に従います。

ステップ 1：FabricPathフィーチャセットをイネーブルにします。

switch# configure terminal
switch(config)# feature-set fabricpath
switch(config)#

FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細については、「Configuring
Feature-Set for FabricPath」を参照してください。

（注）

ステップ 2：FabricPathトポロジ内で必要な VLANの VLANモードを FPに設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# vlan 11-20
switch(config-vlan)# mode fabricpath
switch(config-vlan)# exit
switch(config)

ステップ 3：設定を表示して、間違いがないことを確認します。

switch(config)# show running-config fabricpath
switch(config)#
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ステップ 4：設定を保存します。

switch(config)# save running-config startup-config
switch(config)#

FabricPath 転送設定の機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 8：FabricPath 転送の機能履歴

機能情報リリース機能名

ユニキャストスタティックルートが導

入されました。

6.2(2)ユニキャストスタティッ

クルート

F2モジュールをサポートするロードバ
ランシングが導入されました。

6.0(1)ポートチャネルを使った

ロードバランシング

この機能が導入されました。5.2(1)追加の FabricPathトポロジ

これらの機能が導入されました。5.1(1)FabricPath
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第 6 章

高度な FabricPath 機能

この章では、高度な FabricPath機能（たとえば Cisco NX-OSデバイスでの Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルの使用など）を設定する方法について説明しま
す。

• 機能情報の確認, 95 ページ

• 高度な FabricPath機能について, 96 ページ

• FabricPathのライセンス要件, 99 ページ

• FabricPathの前提条件, 99 ページ

• FabricPathの詳細機能に関する注意事項および制限事項, 99 ページ

• FabricPathレイヤ 2 IS-ISの詳細パラメータの設定, 100 ページ

• FabricPathの詳細設定の確認, 111 ページ

• 高度な FabricPath機能の設定に関する機能履歴, 113 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス

トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。
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FabricPathを実行するには、シャーシに Fシリーズモジュールを取り付けている必要がありま
す。

（注）

FabricPath レイヤ 2 IS-IS の詳細設定について

FabricPathのレイヤ 2 IS-ISのデフォルト動作については、「FabricPathスイッチングの設定」
を参照してください。

（注）

レイヤ2 IS-ISのデフォルト設定を使用してFabricPathネットワークを実行することを推奨します。

IS-IS設定の多くは、任意で変更することもできます。次の設定を変更できます。

•デバイス全体および FabricPathネットワーク内の各デバイスでグローバルに変更

• FabricPathネットワーク内の指定の FabricPathインターフェイスで変更

FabricPathレイヤ 2 IS-IS設定のいずれかを変更した場合は、FabricPathネットワーク内のすべての
デバイスのグローバルパラメータに対して、また、ネットワーク内の該当するすべてのFabricPath
インターフェイスのインターフェイスパラメータに対して、必ず同じ変更を加えてください。

レイヤ 2 IS-ISは、レイヤ 3 IS-ISに基づいており、レイヤ 2で実行できるように拡張されていま
す。レイヤ 2 IS-ISのコマンドと、レイヤ 3 IS-ISのコマンドは異なります。レイヤ 2 IS-ISは、
FabricPathのコントロールプレーンであり、単一のプロトコルにより、すべてのユニキャスト、
およびマルチキャストトラフィックを制御します。転送に関しては、FabricPathレイヤ 2 IS-ISで
は、ユニキャスト、未知のユニキャスト、ブロードキャスト、およびマルチキャストフレームの

トラフィックが転送されます。レイヤ 2 IS-ISを使用して、システムは FabricPathネットワーク全
体にわたるループフリーパスを維持します（FabricPathレイヤ 2 IS-ISのデフォルト動作について
は「FabricPathスイッチングの設定」、FabricPathフォワーディングについては「FabricPathフォ
ワーディングの設定」をそれぞれ参照してください）。

これらの詳細な FabricPathレイヤ 2 IS-ISの設定によって、FabricPathネットワークの動作を微調
整することができます。

Cisco Nexusリリース 6.2(2)以降、次に示す FabricPathレイヤ 2 IS-IS詳細機能を使用できます。

•オーバーロードビット：FabricPath IS-ISのオーバーロードビットを設定できます。ノードが
リブートしたりオーバーロード状態になったりした状況での、一貫したルーティング動作を

実現します。

• VLANプルーニング：VLAN用の F1シリーズモジュール、F2シリーズモジュール、または
スイッチ仮想インターフェイス（SVI）上にアクティブなクラシックイーサネット（CE）
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ポートが存在する場合にのみ、それらの VLANのデータトラフィックがスイッチによって
取り込まれます。

•ルートマップおよびメッシュグループ：FabricPath IS-ISトポロジに再配布されるルートを制
御するために、ルートマップを使用できます。メッシュグループは、パラレルリンクおよ

びメッシュトポロジのフラッディングを削減します。パラレルリンクの場合、ブロックモー

ドにより、最初の交換後にフラッディングが停止します。メッシュトポロジの場合、グルー

プモードによってリンクがグループ化され、リンクステートパケット（LSP）フラッディン
グが停止されて、LSPを受け取るグループ内の同じリンクに戻されます。

Cisco NX-OSリリース 6.2(8)より前の FabricPathレイヤ 2 IS-ISは、オーバーロードビットが設
定された状態でもエニーキャストスイッチ IDをアドバタイズします。これにより、選択した
ノードのコンバージェンスに長い時間がかかることがあります。Cisco NX-OSリリース 6.2(8)
以降、システムはオーバーロードビットが設定された状態でエニーキャストスイッチ IDをア
ドバタイズしません。これによりコンバージェンス時間が改善されます。

（注）

ハイアベイラビリティ

FabricPathトポロジでは、ISSUを介して設定が保持されます。

高可用性の詳細については、『CiscoNexus 7000 Series NX-OSHighAvailability andRedundancyGuide』
を参照してください。

仮想デバイスコンテキスト

スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に FabricPathフィーチャセットをインストールする
必要があります。FabricPathフィーチャセットのインストールの詳細については、『Configuring
Feature Set for FabricPath』を参照してください。

Fシリーズモジュールには複数の FEが存在するため、次のポートペアを同じVDCに割り当てる
必要があります。

•ポート 1とポート 2

•ポート 3とポート 4

•ポート 5とポート 6

•ポート 7とポート 8

•ポート 9とポート 10

•ポート 11とポート 12

•ポート 13とポート 14

•ポート 15とポート 16
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•ポート 17とポート 18

•ポート 19とポート 20

•ポート 21とポート 22

•ポート 23とポート 24

•ポート 25とポート 26

•ポート 27とポート 28

•ポート 29とポート 30

•ポート 31とポート 32

VDCの詳細については、『Virtual Device Context Configuration Guide, Cisco DCNM for LAN』を参照
してください。

複数のトポロジ

FabricPathの枠組みでは、1つのネットワークを複数のトポロジに分割できます。各トポロジの中
で、ブロードキャストおよびマルチキャストトラフィックの転送用に 1つ以上のツリーを計算で
きます。ツリーは非環式グラフ形式によるリンクのサブセットで、グラフは、非環式トポロジを

形成するレイヤ 2マルチパス（L2MP）ノードおよびリンクのコレクションです。L2MP IS-ISコ
ンポーネントは、同じプロセスで実行される複数のトポロジーをサポートします。これにより、

VLANあたり 1プロセスを使用する場合と比べて CPU使用率が低減します。

同じレイヤ2ドメイン内に複数のポッド（小さなレイヤ2ブロック）を含めることができますが、
すべてのポッドで同じVLANのセットを設定する必要があります。FabricPathを使用しない場合、
各ポッドでいくつかの VLANをローカル VLANとして使用することができ、それらの VLANの
トラフィックはポッド内のスイッチに限定されます。ローカルVLANトラフィックをポッド向け
に制限するために、ローカル VLAN用に別個の FabricPathトポロジが設定されます。各ポッドの
設定では、いくつかのローカルVLANからなる固有のセットを使用する必要があります。ローカ
ル VLAN上のブロードキャストおよびマルチキャストトラフィックは、マルチキャストツリー
に基づいてスパインスイッチおよび他のポッドを通過することがあります。

L2MPネットワークに複数のトポロジが存在することがあります。各トポロジには、複数のグラ
フが関連付けられます。ただし、動的リソース割り当てプロトコル（DRAP）からトリガーを受け
取るまでは、すべてのグラフが使用可能なわけではありません。トリガーを受信すると、グラフ

がアクティブ化されます。トポロジが変更されると、これらのグラフのループフリープロパティ

を維持するために、ポートのハードウェア状態を設定するトリガーが送信されます。L2MP IS-IS
コンポーネントは、他のプロトコルからのマルチキャストルートの再配布を要求します。マルチ

キャストレイヤ2ルーティング情報ベース（M2RIB）に入力されたすべてのルートが、L2MPIS-IS
によって、グループメンバーシップ（GM）リンクステートプロトコル（LSP）で再配布されま
す。
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FabricPath のライセンス要件
FabricPathには、拡張レイヤ 2パッケージのライセンスが必要です。Cisco NX-OSライセンス方式
の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参
照してください。

FabricPath の前提条件
FabricPathフォワーディングには、次の前提条件があります。

•クラシカルイーサネットのレイヤ 2機能の使用経験がある。

•スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に、FabricPathフィーチャセットをデフォルト
およびデフォルト以外のVDCにインストールしている。FabricPathフィーチャセットのイン
ストールとイネーブル化の詳細については、『Configuring Feature Set for FabricPath』を参照
してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。

•デバイスにログインしている。

•拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

•現在の仮想デバイスコンテキスト（VDC）が正しい。VDCは、一連のシステムリソースを
論理的に表現する用語です。switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

• Fシリーズモジュールで作業している。

FabricPath の詳細機能に関する注意事項および制限事項
FabricPath設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

• FabricPathインターフェイスは、FabricPathでカプセル化されたトラフィックだけを伝送しま
す。

•コマンドを表示したり、コマンドにアクセスしたりするには、各デバイスで FabricPathをイ
ネーブルにします。各デバイスで FabricPathをイネーブルにするには、feature-set fabricpath
コマンドを入力します。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細
については、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。

• STPは、FabricPathネットワーク内では動作しません。
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• Fシリーズモジュールは、複数の SPAN宛先ポートや仮想 SPANをサポートしません。Fシ
リーズモジュールのポートが VDC内にあり、その VDCに複数の SPAN宛先ポートが存在
する場合、その SPANセッションは機能しません。

• FabricPathの実行中は、プライベート VLAN設定に次の注意事項が適用されます。

◦プライベート VLAN内のすべての VLANは同じ VLANモード（CEまたは FabricPath）
である必要があります。タイプの異なる VLANをプライベート VLANに追加しようと
しても、それらの VLANはプライベート VLANでアクティブになりません。その設定
はシステムに記憶されるので、後で VLANモードを変更したときに、その VLANは指
定のプライベート VLANでアクティブになります。

◦ FabricPathポートは、プライベート VLANに追加できません。

•システムは、階層型のスタティックMACアドレスをサポートしません。つまり、スタティッ
クな FabricPath ODAおよび OSAは設定できません。クラシカルイーサネットのスタティッ
クMACアドレスだけを設定できます。

• Fシリーズモジュールでは、VLAN内にポートを持つすべての転送エンジン（FE）にユーザ
設定のスタティックMACアドレスがプログラムされます。

FabricPath レイヤ 2 IS-IS の詳細パラメータの設定

次のコマンドを表示するには、Fシリーズモジュールで FabricPathをイネーブルにする必要が
あります。

（注）

FabricPathをイネーブルにするとレイヤ 2 IS-ISプロトコルは自動的に動作しますが、任意でパラ
メータを設定することもできます。FabricPathレイヤ 2 IS-ISパラメータにはグローバルに設定す
るものと、インターフェイス単位で設定するものがあります。

FabricPath レイヤ 2 IS-IS の詳細パラメータのグローバル設定（任意）
FabricPathをイネーブルにすると、FabricPathレイヤ 2 IS-ISプロトコルは自動的に動作しますが、
グローバルパラメータを任意で設定することもできます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

グローバル FabricPathレイヤ 2 IS-ISコンフィギュレー
ションモードを開始します。

switch(config)# fabricpath
domain default

ステップ 2   

（任意）

PDU受信での認証チェックを設定します。認証チェッ
クをオフにするには、このコマンドの no形式を使用
します。

switch(config-fabricpath-isis)#
authentication-check

ステップ 3   

デフォルトはオンです。

（任意）

認証キーチェーンを設定します。このパラメータをク

リアするには、このコマンドのno形式を使用します。

switch(config-fabricpath-isis)#
authentication
key-chainauth-key-chain-name

ステップ 4   

キーチェーンの作成の例は、次のとおりです。

key chain trees
key 0
key-string cisco01
accept-lifetime 07:00:00 Sep 20 2011

infinite
send-lifetime 07:00:00 Sep 20 2011

infinite

キーチェーンの詳細については、『Cisco Nexus 7000
Series NX-OS Security Configuration Guide』を参照して
ください。

（任意）

認証タイプを設定します。このパラメータをクリアす

るには、このコマンドの no形式を使用します。

switch(config-fabricpath-isis)#
authentication type {cleartext
|md5}

ステップ 5   

（任意）

FabricPathレイヤ 2 IS-ISネイバーの状態が変わった場
合にログメッセージを送信するよう、デバイスを設定

switch(config-fabricpath-isis)#
log-adjacency-changes

ステップ 6   

します。ログメッセージを停止するには、このコマン

ドの no形式を入力します。デフォルトは offです。

（任意）

LSP生成の間隔を設定します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。オプショ
ンの引数は次のとおりです。

switch(config-fabricpath-isis)#
lsp-gen-intervallsp-max-wait
[lsp-initial-waitlsp-second-wait]

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

• lsp-max-wait：トリガーから LSP発生までの初期
待ち時間。有効な範囲は 50～ 12000ミリ秒で、
デフォルト値は 8000ミリ秒です。

• lsp-initial-wait：トリガーからLSP発生までの初期
待ち時間。有効な範囲は 50～ 12000ミリ秒で、
デフォルト値は 50ミリ秒です。

• lsp-second-wait：バックオフ時の LSPスロットル
に使用する第 2待ち時間。有効な範囲は 50～
12000ミリ秒で、デフォルト値は50ミリ秒です。

（任意）

LSPMTUを設定します。デフォルト値に戻すには、こ
のコマンドのno形式を使用します。有効な範囲は 128
～ 4352で、デフォルト値は 1492です。

switch(config-fabricpath-isis)#
lsp-mtumtu

ステップ 8   

（任意）

LSPの最大ライフタイムを秒数で設定します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用し

switch(config-fabricpath-isis)#
max-lsp-lifetimesecs

ステップ 9   

ます。有効な範囲は 128～ 4352で、デフォルト値は
1492です。

（任意）

1つの宛先あたりの最大パス数を設定します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用し

switch(config-fabricpath-isis)#
maximum-pathsmax-paths

ステップ 10   

ます。有効な範囲は 1～ 16で、デフォルト値は 16で
す。

（任意）

FabricPathレイヤ 2 IS-ISコストの割り当てに使用する
参照帯域幅を設定します。デフォルト値は400000Mbps

switch(config-fabricpath-isis)#
reference-bandwidth
{ref-mbps [Mbps] | ref-gbps
[Gbps]}

ステップ 11   

です。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。オプションの引数は次のとおりで

す。

• ref-mbps：有効な範囲は 1～ 400000で、デフォル
ト値は 400000です。

• ref-gbps：有効な範囲は 1～ 4000で、デフォルト
値は 400です。

（任意）

LSA到着までのインターバルを設定します。デフォル
ト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。オプションのキーワードは次のとおりです。

switch(config-fabricpath-isis)#
spf-intervalspf-max-wait
[spf-initial-waitspf-second-wait]

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

• spf-max-wait：トリガーから SPF計算までの最大
待機時間。有効な範囲は 50～ 120000ミリ秒で、
デフォルト値は 8000ミリ秒です。

• spf-initial-wait：トリガーからSPF計算までの最初
の待機時間。有効な範囲は 50～ 120000ミリ秒
で、デフォルト値は 50ミリ秒です。

• spf-second-wait：バックオフ時の SPF計算に使用
する第 2待機時間。有効な範囲は 50～ 120000ミ
リ秒で、デフォルト値は 50ミリ秒です。

（任意）

FabricPathレイヤ 2 IS-ISプロトコルに関するグレース
フルリスタートをイネーブルにします。グレースフル

switch(config-fabricpath-isis)#
graceful-restart [t3
manualsecs]

ステップ 13   

リスタートをディセーブルにするには、このコマンド

のno形式を入力してください。グレースフルリスター
トタイマーを設定するには t3 manualキーワードを使
用します。有効な範囲は30～65535で、デフォルト値
は 60です。

デフォルトでは、この機能はオンです。

（任意）

FabricPath IS-ISトポロジの中に再配布されるルートを
制御するルートマップを設定します。

switch(config-fabricpath-isis)#
redistribute filter
route-mapmap-name

ステップ 14   

ルートマップの設定の詳細については、

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast
Routing ConfigurationGuide』を参照してくだ
さい。

（注）

（任意）

FabricPathレイヤ2 IS-ISプロトコルに関するダイナミッ
クホスト名をイネーブルにします。ダイナミックホス

switch(config-fabricpath-isis)#
hostname dynamic

ステップ 15   

ト名をディセーブルにするには、このコマンドのno形
式を入力します。

（任意）

FabricPathネットワークでレイヤ 2 IS-ISプロトコルの
ルートになるノードのプライオリティを設定します。

switch(config-fabricpath-isis)#
root-priorityvalue

ステップ 16   

プライオリティ値の最も高いノードが、ルートになる

可能性が高くなります。デフォルト値に戻すには、こ

のコマンドの no形式を使用します。有効な範囲は 1
～ 255で、デフォルト値は 64です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

システムのオーバーロードビットを設定します。オー

バーロードビットをディセーブルにするには、このコ

switch(config-fabricpath-isis)#
[no] set-overload-bit {always
| on-startupseconds}

ステップ 17   

マンドのno形式を入力します。オプションのキーワー
ドは次のとおりです。

• always：オーバーロードビットを常にオンにしま
す。

• on-startup：システム起動時にオーバーロードビッ
トが設定され、指定の秒数にわたって設定状態を

保ちます。

（任意）

システムの VLANプルーニングを設定します。VLAN
プルーニングをディセーブルにするには、このコマン

ドの no形式を入力します。

switch(config-fabricpath-isis)#
[no] vlan-pruning enable

ステップ 18   

グローバル FabricPathレイヤ 2 IS-ISコンフィギュレー
ションモードを終了します。

switch(config-fabricpath-isis)#
exit

ステップ 19   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 20   

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

switch# show running-configステップ 21   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 22   

次の作業

IS-ISコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration
Guide』を参照してください。

FabricPath レイヤ 2 IS-IS の詳細パラメータのインターフェイス単位の
設定（任意）

FabricPathをイネーブルにすると、FabricPathレイヤ 2 IS-ISプロトコルは自動的に動作しますが、
インターフェイスパラメータを任意で設定することもできます。
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はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface {ethernetmod/slot |
port-channelchannel-number}

ステップ 2   

（任意）

着信 FabricPathレイヤ 2 IS-IS hello PDUでの
認証チェックをイネーブルにします。デフォ

switch(config-if)# fabricpath isis
authentication-check

ステップ 3   

ルトはオンです。認証をディセーブルにす

るには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

（任意）

認証 hello PDUにパスワードを割り当てま
す。このパスワードを削除するには、この

コマンドの no形式を入力します。

switch(config-if)# fabricpath isis
authentication
key-chainauth-key-chain-name

ステップ 4   

レベル指定は必要ありませ

ん。

（注）

キーチェーンの作成の例は、次のとおりで

す。

key chain trees
key 0
key-string cisco01
accept-lifetime 07:00:00 Sep 20 2011

infinite
send-lifetime 07:00:00 Sep 20 2011

infinite

キーチェーンの詳細については、『Cisco
Nexus 7000 Series NX-OS Security Configuration
Guide』を参照してください。

（任意）

FabricPathレイヤ 2 IS-IS hello PDUのイン
ターフェイスの認証タイプを指定します。

switch(config-if)# fabricpath isis
authentication-type {cleartext |md5}

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

このタイプを削除するには、このコマンド

の no形式を入力します。

レベル指定は必要ありませ

ん。

（注）

（任意）

インターフェイスで CSNP PDUを送信する
間隔を指定します。デフォルト値に戻すに

switch(config-if)# fabricpath isis
csnp-intervalseconds

ステップ 6   

は、このコマンドのno形式を使用します。
有効な範囲は 1～ 65535で、デフォルト値
は 10です。

（任意）

インターフェイスでhelloPDUを送信する間
隔を設定します。デフォルト値に戻すには、

switch(config-if)# fabricpath isis
hello-intervalseconds

ステップ 7   

このコマンドのno形式を使用します。有効
な範囲は 1～ 65535で、デフォルト値は 10
です。

レベル指定は必要ありませ

ん。

（注）

（任意）

hello PDUを受信すべき間隔の計算に使われ
る乗数を指定します。この間隔を過ぎても

switch(config-if)# fabricpath isis
hello-multipliermultiplier

ステップ 8   

受信しない場合、隣接がダウンします。デ

フォルト値に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。指定できる範囲は 3～
1000です。デフォルトは 3です。

レベル指定は必要ありませ

ん。

（注）

（任意）

hello PDUでのパディングをイネーブルにし
ます。デフォルトは onです。認証をディ

switch(config-if)# fabricpath isis
hello-padding

ステップ 9   

セーブルにするには、このコマンドのno形
式を使用します。

このコマンドの no形式に alwaysを入力す
ると、パディングは常にオンになります。

（任意）

フラッディング時にこのインターフェイス

で LSPが送信される間隔をミリ秒数で設定

switch(config-if)# fabricpath isis
lsp-intervalmilliseconds

ステッ

プ 10   

します。デフォルト値に戻すには、このコ

マンドのno形式を使用します。指定できる
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目的コマンドまたはアクション

範囲は 10～ 65535です。デフォルトは 33
です。

（任意）

メッシュグループの状態を指定して、イン

ターフェイス上でメッシュグループ属性を

設定します。

switch(config-if)# fabricpath isis
mesh-groupgroup-number

ステッ

プ 11   

（任意）

このインターフェイスに関するFabricPathレ
イヤ 2 IS-ISメトリックを設定します。指定

switch(config-if)# fabricpath isis
metricmetric

ステッ

プ 12   

できる範囲は 0～ 16777215です。デフォル
ト値に戻すには、このコマンドのno形式を
使用します。デフォルト値は次のとおりで

す（Fシリーズモジュールのデフォルトイ
ンターフェイスは 10 GBです）。

• 1 GB：400

• 10 GB：40

（任意）

初期LSP再送信の間隔を設定します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドのno形式

switch(config-if)# fabricpath isis
retransmit-intervalseconds

ステッ

プ 13   

を使用します。有効な範囲は 1～ 65535で
す。デフォルトは 5分です。

（任意）

後続の LSP再送信の間隔を設定します。デ
フォルト値に戻すには、このコマンドの no

switch(config-if)# fabricpath
isisretransmit-throttle-intervalmilliseconds

ステッ

プ 14   

形式を使用します。有効な範囲は20～65535
です。デフォルトは 66です。

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを終了します。

switch(config-if)# exitステッ

プ 15   

グローバルコンフィギュレーションモード

を終了します。

switch(config)# exitステッ

プ 16   

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

switch# show running-configステッ

プ 17   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

switch# copy running-config startup-configステッ

プ 18   

次の作業

IS-ISコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration
Guide』を参照してください。

FabricPath レイヤ 2 IS-IS の詳細カウンタのクリア
FabricPathレイヤ 2 IS-ISのカウンタをクリアすることができます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

FabricPathレイヤ 2 IS-IS隣接状態をクリアし
ます。

switch# clear fabricpath isis adjacency
[* | system-id | interface
{ethernetmod/slot |
port-channelchannel-number}]

ステップ 1   

*変数を入力した場合、転送に影響
を与え、トラフィックが中断する

こともあります。このコマンドは

すべての隣接を破損させるためで

す。

（注）

（任意）

FabricPathレイヤ 2 IS-ISプロトコルの統計情
報をすべてクリアします。

switch# clear fabricpath isis statistics
*

ステップ 2   

（任意）

FabricPathレイヤ 2 IS-ISトラフィック情報を
クリアします。

switch# clear fabricpath isis traffic [*
| interface {ethernetmod/slot |
port-channelchannel-number}]

ステップ 3   
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複数トポロジの設定

トポロジを作成し、VLANをトポロジにマッピングし、インターフェイスをトポロジに追加する
ことができます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

新しいFabricPathトポロジを作成し、FabricPath
トポロジコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch(config)# fabricpath
topologyid

ステップ 2   

トポロジの VLANを設定します。VLAN IDの
範囲は 1～ 4094です。

switch(config-fp-topology)#
member vlanrange

ステップ 3   

FabricPathトポロジコンフィギュレーション
モードを終了します。

switch(config-fp-topology)# exitステップ 4   

ポートチャネルインターフェイスを設定し、

インターフェイスコンフィギュレーションモー

switch(config)# interface
port-channelnumber

ステップ 5   

ドを開始します。利用可能な任意のインタフェ

イス設定できます。

トポロジにインターフェイスを追加します。switch(config-if)# fabricpath
topology-memberid

ステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

switch(config-if)# exitステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了します。

switch(config)# exitステップ 8   

（任意）

レイヤ2トポロジでのVLANに関する情報を表
示します。

switch# show fabricpath
topology vlan

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

IS-ISサマリートポロジについての情報を表示
します。

switch# show fabricpath isis
topology summary

ステップ 10   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 11   

この例は、トポロジを作成し、VLANをトポロジにマッピングし、インターフェイスをトポロジ
に追加する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath topology 1
switch(config-fp-topology)# member vlan 7-19
switch(config-fp-topology)# exit
switch(config)# interface port-channel 1
switch(config-if)# fabricpath topology-member 1
switch(config-if)# exit
switch(config)# show fabricpath topology vlan
switch(config)# show fabricpath isis topology summary

複数の FabricPath IS-IS トポロジの設定
複数の FabricPath IS-ISトポロジを設定できます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

グローバル FabricPathレイヤ 2 IS-ISコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

switch(config)# fabricpath domain
default

ステップ 2   

IS-ISコンフィギュレーションモードのレイヤ
2トポロジを開始します。

switch(config-fabricpath-isis)#
topologyid

ステップ 3   

   Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
110 OL-22842-03-J  

高度な FabricPath 機能
複数の FabricPath IS-IS トポロジの設定



目的コマンドまたはアクション

（任意）

レイヤ 2トポロジのスイッチにおける宛先ご
との最大パス数を設定します。

switch(config-fabricpath-isis-topo)#
maximum-pathsmax-paths

ステップ 4   

（任意）

レイヤ2トポロジのスイッチにおけるインター
フェイスメトリックを設定するための参照帯

域幅を設定します。

switch(config-fabricpath-isis-topo)#
reference-bandwidth
{ref-mbpsmbps | ref-gbpsgbps}

ステップ 5   

（任意）

レイヤ 2トポロジのスイッチでノードがルー
トになるときのプライオリティを設定します。

switch(config-fabricpath-isis-topo)#
root-prioritypriority

ステップ 6   

FabricPath IS-ISトポロジコンフィギュレーショ
ンモードを終了します。

switch(config-fabricpath-isis-topo)#
exit

ステップ 7   

（任意）

レイヤ 2トポロジでの VLANに関する情報を
表示します。

switch# show fabricpath topology
vlan

ステップ 8   

（任意）

IS-ISサマリートポロジについての情報を表示
します。

switch# show fabricpath isis
topology summary

ステップ 9   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 10   

次に、FabricPath IS-IS複数トポロジを設定する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath domain default
switch(config-fabricpath-isis)# topology 5
switch(config-fabricpath-isis-topo)# maximum-paths 5
switch(config-fabricpath-isis-topo)# reference-bandwidth ref-mbps 100
switch(config-fabricpath-isis-topo)# root-priority 1
switch(config-fabricpath-isis-topo)# exit
switch(config-fabricpath-isis)# show fabricpath topology vlan
switch(config-fabricpath-isis)# show fabricpath isis topology summary

FabricPath の詳細設定の確認
FabricPathの詳細設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。
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目的コマンド

FabricPathレイヤ 2 IS-IS隣接データベースを表
示します。

show fabricpath isis adjacency [interface
{ethernetmod/slot | port-channelchannel-number}
| system-id | detail | summary]

FabricPathレイヤ 2 IS-ISデータベースを表示し
ます。

show fabricpath isis database [level] [mgroup]
[detail | summary] [lid] {zero-seq | router-id |
adjacency}[SID.XX-XX]

FabricPathレイヤ 2 IS-ISのダイナミックホスト
名交換情報を表示します。

show fabricpath isis hostname [detail]

FabricPathレイヤ 2 IS-IS関連のインターフェイ
ス情報を表示します。

show fabricpath isis interface [ethernetmod/slot |
port-channelchannel-number] [brief]

ユニキャストルートに関する FabricPathレイヤ
2 IS-ISルーティングテーブルを表示します。

show fabricpath isis route [summary | detail]

FabricPathレイヤ 2 IS-IS SPF計算の統計情報を
表示します。

show fabricpath isis spf-log [detail]

FabricPathレイヤ 2 IS-ISイベントカウンタを表
示します。

show fabricpath isis [statistics]

トポロジ内のツリーに関連付けられた FTag値
を表示します。

show fabricpath isis ftag [multidestinationtree_id]

トポロジマッピングに合致する VLAN設定を
表示します。

show fabricpath isis vlan-range

ツリー内のノードを表示します。show fabricpath isis trees [multidestinationtree_id]

トポロジに関するスイッチ IDと到達可能性の
情報を表示します。

show fabricpath isis switch-id

ローカルに学習されたマルチキャストルートを

表示します。

show fabricpath isis ip redistribute mroute [vlan
[group [source]]]

ネイバーから学習されたマルチキャストルート

を表示します。

show fabricpath isis ip mroute [vlanvlan-id
[groupgroup-id [sourcesource-id]]]

FabricPathレイヤ 2 IS-ISプロセスレベル情報を
表示します。

show fabricpath isis [protocol]
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目的コマンド

FabricPathレイヤ 2 IS-ISの
retransmit-routing-message（ルーティングメッ
セージの再送信）情報を表示します。

show fabricpath isis rrm [gm] interface
{ethernetmod/slot | port-channelchannel-number}

FabricPathレイヤ 2 IS-ISの send-routing-message
（ルーティングメッセージの送信）情報を表示

します。

show fabricpath isis srm [gm] interface
{ethernetmod/slot | port-channelchannel-number}

FabricPathレイヤ 2 IS-ISトポロジデータベース
を表示します。

show fabricpath isis topology summary

FabricPathレイヤ 2 IS-ISトラフィック情報を表
示します。

show fabricpath isis traffic [interface
{ethernetmod/slot | port-channelchannel-number}]

FabricPathレイヤ 2 IS-ISの send-sequence-number
（シーケンス番号の送信）情報を表示します。

show fabricpath isis ssn [gm] interface
{ethernetmod/slot | port-channelchannel-number}

FabricPath IS-ISメッシュグループ情報を表示し
ます。

show fabricpath isis mesh-group

高度な FabricPath 機能の設定に関する機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 9：高度な FabricPath 機能に関する機能履歴

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。6.2(2)複数のトポロジ

ルートマップおよびメッシュグループ

が追加されました。

6.2(2)FabricPathレイヤ 2 IS-ISの
詳細パラメータのインター

フェイス単位の設定

FabricPath IS-ISに関するオーバーロード
ビットおよびVLANプルーニングが導入
されました。

6.2(2)FabricPathレイヤ 2 IS-ISの
詳細パラメータのグローバ

ル設定

これらの機能が導入されました。5.1(1)高度な FabricPath機能
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付録 A
Cisco NX-OS FabricPath 設定の制限値

• Cisco NX-OS FabricPath設定の制限値, 115 ページ

Cisco NX-OS FabricPath 設定の制限値
設定の制限は、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』に記載されています。
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